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(57)【要約】
【課題】環境負荷が少なく、高い消泡性を有し、かつ画像品質が向上するインクジェット
記録用インクの提供。
【解決手段】水、水溶性有機溶剤、着色剤、下記構造式（１）で表される基を有する化合
物、及び消泡剤を含有するインクジェット記録用インクである。前記構造式（１）で表さ
れる基を有する化合物が、下記一般式（１）で表される化合物である態様などが好ましい
。
　　Ｃ６Ｆ１３－ＣＨ２ＣＨ２－　・・・　構造式（１）
　　Ｃ６Ｆ１３－ＣＨ２ＣＨ２Ｏ（ＣＨ２ＣＨ２Ｏ）ｎＨ　・・・　一般式（１）
　ただし、前記一般式（１）中、ｎは１～４０の自然数である。
【選択図】なし
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　水、水溶性有機溶剤、着色剤、下記構造式（１）で表される基を有する化合物、及び消
泡剤を含有することを特徴とするインクジェット記録用インク。
　　Ｃ６Ｆ１３－ＣＨ２ＣＨ２－　・・・　構造式（１）
【請求項２】
　構造式（１）で表される基を有する化合物が、下記一般式（１）で表される化合物であ
る請求項１に記載のインクジェット記録用インク。
　　Ｃ６Ｆ１３－ＣＨ２ＣＨ２Ｏ（ＣＨ２ＣＨ２Ｏ）ｎＨ　・・・　一般式（１）
　ただし、前記一般式（１）中、ｎは１～４０の自然数である。
【請求項３】
　構造式（１）で表される基を有する化合物の含有量が、０．０４質量％～１．５質量％
である請求項１から２のいずれかに記載のインクジェット記録用インク。
【請求項４】
　消泡剤が、シリコーン消泡剤である請求項１から３のいずれかに記載のインクジェット
記録用インク。
【請求項５】
　消泡剤の含有量が、０．０３質量％～０．６質量％である請求項１から４のいずれかに
記載のインクジェット記録用インク。
【請求項６】
　シアンインク、マゼンタインク、イエローインク及びブラックインクから選択される少
なくとも１種である請求項１から５のいずれかに記載のインクジェット記録用インク。
【請求項７】
　請求項１から６のいずれかに記載のインクジェット記録用インクを容器中に収容したこ
とを特徴とするインクカートリッジ。
【請求項８】
　請求項１から６のいずれかに記載のインクジェット記録用インクに刺激を印加し、該記
録用インクを飛翔させて画像を記録するインク飛翔工程を少なくとも含むことを特徴とす
るインクジェット記録方法。
【請求項９】
　請求項１から６のいずれかに記載のインクジェット記録用インクに刺激を印加し、該記
録用インクを飛翔させて画像を記録するインク飛翔手段を少なくとも有することを特徴と
するインクジェット記録装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、インクジェット記録用インク、インクカートリッジ、インクジェット記録方
法、及びインクジェット記録装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　インクジェット記録用インクに着色剤として顔料を用いた場合、通常の炭化水素系界面
活性剤を使用すると、画像ベタ部の均一性、カラー画像の発色性などにおいて染料インク
と同等レベルを達成することが困難である。このため、フッ素系界面活性剤を用いること
で、インクの表面張力を下げ、画像ベタ部の均一性を上げ、発色性改善が図れることが既
に知られている。
　しかし、従来のフッ素系界面活性剤は、高品位な画像は得られるものの環境負荷があっ
たり、環境負荷が少ないものの高品位な画質が得られず、環境負荷の低減と画像品質の向
上との両立が難しく、更に泡が消えにくいという問題がある。
　そこで、例えば、普通紙に高品位な画像形成を行うことを目的として、特定のフッ素系
界面活性剤と抑泡剤を添加したインクジェット記録用インクが提案されている（特許文献
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１参照）。
　この提案の技術によれば、フッ素系界面活性剤による環境負荷の低減は可能であるが、
高品位な画像形成（高発色性）の点では効果が十分なものではなく、環境負荷の低減と画
像品質の向上とを両立させることは未だ困難であるのが現状である。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　本発明は、従来における前記諸問題を解決し、以下の目的を達成することを課題とする
。即ち、本発明は、環境負荷が少なく、高い消泡性を有し、かつ画像品質を向上させるこ
とができるインクジェット記録用インクを提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００４】
　前記課題を解決するための手段としての本発明のインクジェット記録用インクは、水、
水溶性有機溶剤、着色剤、下記構造式（１）で表される基を有する化合物、及び消泡剤を
含有する。
　　Ｃ６Ｆ１３－ＣＨ２ＣＨ２－　・・・　構造式（１）
【発明の効果】
【０００５】
　本発明によると、従来における前記諸問題を解決することができ、環境負荷が少なく、
高い消泡性を有し、かつ画像品質が向上するインクジェット記録用インクを提供すること
ができる。
【図面の簡単な説明】
【０００６】
【図１】図１は、本発明のインクカートリッジの一例を示す概略図である。
【図２】図２は、図１のインクカートリッジのケースも含めた概略図である。
【図３】図３は、インクジェット記録装置のインクカートリッジ装填部のカバーを開いた
状態の斜視説明図である。
【図４】図４は、インクジェット記録装置の全体構成を説明する概略構成図である。
【発明を実施するための形態】
【０００７】
（インクジェット記録用インク）
　本発明のインクジェット記録用インクは、水、水溶性有機溶剤、着色剤、下記構造式（
１）で表される基を有する化合物、及び消泡剤を含有し、更に必要に応じてその他の成分
を含有してなる。
　　Ｃ６Ｆ１３－ＣＨ２ＣＨ２－　・・・　構造式（１）
【０００８】
　前記構造式（１）で表される基を有する化合物が、下記一般式（１）で表される化合物
であることが好ましい。
　　Ｃ６Ｆ１３－ＣＨ２ＣＨ２Ｏ（ＣＨ２ＣＨ２Ｏ）ｎＨ　・・・　一般式（１）
　ただし、前記一般式（１）中、ｎは１～４０の自然数である。
【０００９】
　本発明においては、特定の構造を有する基を有する化合物（フッ素系界面活性剤）と、
消泡剤とを併用することにより、環境負荷の低減と画像品質(特に高い発色性)とを両立で
きるインクが提供できる。また、前記フッ素系界面活性剤が泡立ちやすいことから生じる
吐出不安定性も抑えることができる。
　前記構造式（１）で表される基を有する化合物をインク中に特定の割合で含有させるこ
とにより、従来のインクに比べて、高濃度であるが表面張力が低く、普通紙の印字におい
ては、ビヒクルが速やかに紙に浸透し、着色剤が表面に残りやすくなるという従来のイン
クの特徴の他に、前記構造式（１）で表される基を有する化合物を使用することで、更に
着色剤の偏在がなくなり、紙面上に均一に着色剤が存在することで、均染性が格段に向上
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する。その結果、高彩度及び高発色濃度であるが、裏抜けの少ない画像が得られる。また
、フッ素系界面活性剤の特徴である高い起泡性による吐出不安定は、消泡剤を添加するこ
とで抑えることができる。
　ここで、下記一般式（Ａ）で表されるフッ素系界面活性剤（ゾニールＦＳ－３００、デ
ュポン社製)はパーフルオロアルキル基の炭素数が８であり、製造過程において、ＰＦＯ
Ａ（パーフルオロオクタン酸）が副生物として生じる。前記ＰＦＯＡは発ガン性が指摘さ
れている。
　　Ｃ８Ｆ１７－ＣＨ２ＣＨ２Ｏ（ＣＨ２ＣＨ２Ｏ）ｘＨ　・・・　一般式（Ａ）
　ただし、前記一般式（Ａ）中、ｘは１～４０を表す。
　これに対して、前記構造式（１）で表される基を有する化合物は、パーフルオロアルキ
ル基の炭素数が６であるため、合成時に、ＰＦＯＡが副生物として生じないことから、環
境負荷が低減される。
【００１０】
＜構造式（１）で表される基を有する化合物＞
　前記構造式（１）で表される基を有する化合物は、表面張力の低下から、画像品質の向
上（高発色性など）、部材に濡れ性を付与することができる。
　前記構造式（１）で表される基を有する化合物としては、下記一般式（１）で表される
化合物であることが好ましい。
　　Ｃ６Ｆ１３－ＣＨ２ＣＨ２Ｏ（ＣＨ２ＣＨ２Ｏ）ｎＨ　・・・　一般式（１）
　前記一般式（１）において、ｎは１～４０の自然数が好ましく、５～３０がより好まし
い。
　前記一般式（１）中のパーフルオロアルキル基Ｃ６Ｆ１３は、部材への濡れ性の点から
、直鎖であることが好ましい。
　前記一般式（１）で表される化合物は、適宜合成したものを使用してもよいし、市販品
を使用してもよい。
　前記一般式（１）で表される化合物としては、前記一般式（１）中、ｎが７～１７であ
る化合物；前記一般式（１）中、ｎが２５～３５である化合物；前記一般式（１）中、ｎ
が７～１７及び２５～３５である化合物；前記一般式（１）中、ｎが５～２０である化合
物；前記一般式（１）中、ｎが６～２２である化合物などが挙げられる。これらは、１種
単独で使用してもよいし、２種以上を併用してもよい。これらの中でも、前記一般式（１
）中、ｎが６～２２である化合物；前記一般式（１）中、ｎが５～２０である化合物；前
記一般式（１）中、ｎが７～１７及び２５～３５である化合物が特に好ましい。
　前記市販品としては、例えば、デュポン社製のＣａｐｓｔｏｎｅ（キャップストーン、
登録商標）ＦＳ－３０（前記一般式（１）中、ｎが６～２２）、Ｃａｐｓｔｏｎｅ（キャ
ップストーン、登録商標）ＦＳ－３４（前記一般式（１）中、ｎが５～２０）、Ｃａｐｓ
ｔｏｎｅ（キャップストーン、登録商標）ＦＳ－３１００（前記一般式（１）中、ｎが７
～１７及び２５～３５）などが挙げられる。これらは、１種単独で使用してもよいし、２
種以上を併用してもよい。
【００１１】
　前記構造式（１）で表される基を有する化合物に加えて、その他の界面活性剤を組み合
わせて用いることも可能である。その場合、前記構造式（１）で表される基を有する化合
物とその他の界面活性剤の合計含有量に対する、前記構造式（１）で表される基を有する
化合物の割合は６０質量％以上が好ましい。
　前記その他の界面活性剤としては、特に制限はなく、目的に応じて適宜選択することが
でき、例えば、ノニオン系界面活性剤、アニオン系界面活性剤、アセチレングリコール系
界面活性剤、フッ素系界面活性剤、両性界面活性剤、などが挙げられる。
　前記ノニオン系界面活性剤としては、例えば、松本油脂社製マーポマーセＰＴ、などが
挙げられる。
　前記アニオン系界面活性剤としては、例えば、日光ケミカルズ社製ＥＣＴＤ－３ＮＥＸ
、などが挙げられる。
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　前記アセチレングリコール系界面活性剤としては、例えば、エアープロダクツジャパン
株式会社製のサーフィノール１０４ＰＡ、などが挙げられる。
　前記フッ素系界面活性剤としては、例えば、デュポン社製のゾニールＦＳ－３００、Ｆ
ＳＮ、ＦＳＮ－１００、ＦＳＯ、ＦＳＯ－１００、ＦＳＨ、ダイキン社製のＤＳＮ－４０
３Ｎ、などが挙げられる。
【００１２】
　前記構造式（１）で表される基を有する化合物の含有量は、特に制限はなく、目的に応
じて適宜選択することができるが、前記インクジェット記録用インク全量に対して、０．
０４質量％～１．５質量％が好ましく、０．０５質量％～１質量％がより好ましく、０．
１質量％～０．５質量％が特に好ましい。この数値範囲において、インクジェット記録用
インクの表面張力を低下させ、ビヒクルを速やかに浸透させて、着色剤を紙面上に残存す
ることができる。
　前記含有量が、０．０４質量％以上であると、高発色性の効果が得られ、１．５質量％
以下であると、良好なインクジェット記録用インクの保存安定性が得られる。
【００１３】
＜消泡剤＞
　前記消泡剤は、消泡性の向上、充填時又は吐出時に泡の発生を抑えることができ、また
発生した泡を速やかに消すことができる。
　本発明において、本発明で用いる消泡剤に該当するか否かについては、以下のようにし
て判定することができる。
　評価試料０．５質量％、界面活性剤（Ｃａｐｓｔｏｎｅ　ＦＳ－３０（デュポン社製）
）１質量％、１，３－ブタンジオール１０質量％、グリセリン１０質量％、オクタンジオ
ール２質量％、及び水を残量（合計１００質量％）で含有する水溶液を調製する。この水
溶液を１００ｍＬメスシリンダーに１０ｇ入れ、泡が１００ｍＬの高さになるまでエアー
を吹き付けて泡立たせ、放置する。６００秒間以内に泡がすべて消えた場合には、前記評
価試料は消泡剤であると判定し、６００秒間を超えて泡が残っている場合には、前記評価
試料は消泡剤でないと判定することができる。
【００１４】
　前記消泡剤としては、特に制限はなく、目的に応じて適宜選択することができ、例えば
、シリコーン消泡剤、破泡ポリマー系消泡剤などが挙げられる。これらの中でも、シリコ
ーン消泡剤が好ましい。
　前記シリコーン消泡剤としては、例えば、オイル型シリコーン消泡剤、コンパウンド型
シリコーン消泡剤、自己乳化型シリコーン消泡剤、エマルジョン型シリコーン消泡剤、変
性シリコーン消泡剤、などが挙げられる。
　前記変性シリコーン消泡剤としては、例えば、アミノ変性シリコーン消泡剤、カルビノ
ール変性シリコーン消泡剤、メタクリル変性シリコーン消泡剤、ポリエーテル変性シリコ
ーン消泡剤、アルキル変性シリコーン消泡剤、高級脂肪酸エステル変性シリコーン消泡剤
、アルキレンオキサイド変性シリコーン消泡剤、などが挙げられる。これらの中でも、水
系媒体であるインクジェット記録用インクへの使用を考慮すると、前記自己乳化型シリコ
ーン消泡剤、前記エマルジョン型シリコーン消泡剤などが好ましい。
【００１５】
　前記消泡剤としては、市販品を使用してもよく、前記市販品としては、例えば、信越化
学工業株式会社製のシリコーン消泡剤（ＫＳ５０８、ＫＳ５３１、ＫＭ７２、ＫＭ７２Ｆ
、ＫＭ８５、ＫＭ９８等）、東レ・ダウ・コーニング株式会社製のシリコーン消泡剤（Ｑ
２－３１８３Ａ、ＳＨ５５００、ＳＨ５５１０、ＳＭ５５１２、ＳＭ５５７１、ＳＭ５５
７１　ＥＭＵＬＳＩＯＮ等）、日本ユニカー株式会社製のシリコーン消泡剤（ＳＡＧ３０
等）、旭電化工業株式会社製の消泡剤（アデカネートシリーズ等）、ＢＹＫ－１７９０（
ビックケミー・ジャパン株式会社製）等の破泡ポリマー系消泡剤などが挙げられる。これ
らは、１種単独で使用してもよいし、２種以上を併用してもよい。
【００１６】
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　前記消泡剤の含有量は、特に制限はなく、目的に応じて適宜選択することができるが、
前記インクジェット記録用インク全量に対して、０．０３質量％～０．６質量％が好まし
く、０．０５質量％～０．５質量％がより好ましく、０．０７５質量％～０．１５質量％
が特に好ましい。前記含有量が、０．０３質量％以上であると、良好な消泡効果が得られ
、０．６質量％以下であると、吐出曲がりや不吐出が生じることなく、また、インク流路
のフィルタの詰まり、及びそれに起因するインク供給の妨げが発生しない。
【００１７】
＜水＞
　前記水としては、特に制限はなく、目的に応じて適宜選択することができ、例えば、イ
オン交換水、限外濾過水、逆浸透水、蒸留水等の純水、又は超純水などが挙げられる。こ
れらは、１種単独で使用してもよいし、２種以上を併用してもよい。
【００１８】
＜水溶性有機溶剤＞
　前記水溶性有機溶剤は、乾燥防止及び分散安定性を向上させるためにインク中に含有さ
れる。
　前記水溶性有機溶剤としては、特に制限はなく、目的に応じて適宜選択することができ
、例えば多価アルコール類、多価アルコールアルキルエーテル類、多価アルコールアリー
ルエーテル類、含窒素複素環化合物、アミド類、アミン類、含硫黄化合物類、プロピレン
カーボネート、炭酸エチレン、その他の有機溶剤、などが挙げられる。これらは、１種単
独で使用してもよいし、２種以上を併用してもよい。なお、前記水溶性有機溶剤を湿潤剤
と称することもある。
【００１９】
　前記多価アルコール類としては、例えば、グリセリン、ジエチレングリコール、１，３
－ブタンジオール、３－メチル－１，３－ブタンジオール、３－メチル－１，５－ペンタ
ンジオール、トリエチレングリコール、プロピレングリコール、ジプロピレングリコール
、トリメチロールエタン、トリメチロールプロパン、エチレングリコール、トリプロピレ
ングリコール、テトラエチレングリコール、ヘキシレングリコール、ポリエチレングリコ
ール、ポリプロピレングリコール、１，５－ペンタンジオール、１，６－ヘキサンジオー
ル、１，２，６－ヘキサントリオール、１，２，４－ブタントリオール、１，２，３－ブ
タントリオール、ペトリオール、などが挙げられる。
【００２０】
　前記多価アルコールアルキルエーテル類としては、例えば、エチレングリコールモノエ
チルエーテル、エチレングリコールモノブチルエーテル、ジエチレングリコールモノメチ
ルエーテル、ジエチレングリコールモノエチルエーテル、ジエチレングリコールモノブチ
ルエーテル、テトラエチレングリコールモノメチルエーテル、プロピレングリコールモノ
エチルエーテルなどが挙げられる。
　前記多価アルコールアリールエーテル類としては、例えば、エチレングリコールモノフ
ェニルエーテル、エチレングリコールモノベンジルエーテルなどが挙げられる。
【００２１】
　前記含窒素複素環化合物としては、例えば、２－ピロリドン、Ｎ－メチル－２－ピロリ
ドン、Ｎ－ヒドロキシエチル－２－ピロリドン、１，３－ジメチルイミイダゾリジノン、
ε－カプロラクタム、γ－ブチロラクトンなどが挙げられる。
　前記アミド類としては、例えば、ホルムアミド、Ｎ－メチルホルムアミド、Ｎ，Ｎ－ジ
メチルホルムアミドなどが挙げられる。
　前記アミン類としては、例えば、モノエタノールアミン、ジエタノールアミン、トリエ
タノールアミン、モノエチルアミン、ジエチルアミン、トリエチルアミンなどが挙げられ
る。
　前記含硫黄化合物類としては、例えば、ジメチルスルホキシド、スルホラン、チオジエ
タノールなどが挙げられる。
【００２２】
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　前記その他の有機溶剤としては、例えば、糖類、などが挙げられる。前記糖類としては
、例えば、単糖類、二糖類、オリゴ糖類（三糖類、四糖類を含む）、多糖類、などが挙げ
られる。
　前記単糖類、二糖類、オリゴ糖類（三糖類、四糖類を含む）としては、例えば、グルコ
ース、マンノース、フルクトース、リボース、キシロース、アラビノース、ガラクトース
、マルトース、セロビオース、ラクトース、スクロース、トレハロース、マルトトリオー
スなどが挙げられる。
　前記多糖類とは、広義の糖を意味し、例えば、α－シクロデキストリン、セルロースな
どが挙げられる。
　前記糖類の誘導体としては、前記糖類の還元糖〔例えば、一般式：ＨＯＣＨ２（ＣＨＯ
Ｈ）ｎＣＨ２ＯＨ（ｎ＝２～５の整数）で表される糖アルコール等〕、酸化糖（例えば、
アルドン酸、ウロン酸等）、アミノ酸、チオ酸などが挙げられる。これらの中でも、糖ア
ルコールが特に好ましい。
　前記糖アルコールとしては、例えば、マルチトール、ソルビトール、キシリトールなど
が挙げられる。
【００２３】
　前記水溶性有機溶剤の中でも、インクジェット記録用インクの保存安定性、及び吐出安
定性の点から、グリセリン、ヘキシレングリコール、ジエチレングリコール、トリエチレ
ングリコール、プロピレングリコール、ジプロピレングリコール、１，３－ブタンジオー
ル、２－エチル－１，３－ヘキサンジオール、３－メチル－１，３－ブタンジオール、３
－メチル－１，５－ペンタンジオール、１，５－ペンタンジオール、１，６－ヘキサンジ
オール、トリメチロールプロパン、テトラメチロールプロパン、Ｄ－ソルビトール、キシ
リトール、２－ピロリドンが好ましく、１，３－ブタンジオール、グリセリン、２－エチ
ル－１，３－ヘキサンジオール、３－メチル－１，３－ブタンジオール、ヘキシレングリ
コール、３－メチル－１，５－ペンタンジオール、２－ピロリドン、１，５－ペンタンジ
オール、１，６－ヘキサンジオールがより好ましい。
【００２４】
　前記水溶性有機溶剤の含有量は、特に制限はなく、目的に応じて適宜選択することがで
きるが、前記インクジェット記録用インク全量に対して、１０質量％～５０質量％が好ま
しく、１５質量％～４０質量％がより好ましい。前記好ましい数値範囲内であれば、イン
クの乾燥性、保存安定性、及び信頼性などの結果が非常に良好である。
　顔料インクの場合、顔料と水溶性有機溶剤の比は、記録ヘッドからのインクジェット記
録用インクの吐出安定性に大きく影響する。顔料固形分比率が高いのに水溶性有機溶剤の
配合量が少ないと、ノズルのインクメニスカス付近の水分蒸発が進み吐出不良をもたらす
。
【００２５】
＜着色剤＞
　前記着色剤としては、染料や顔料を用いることができるが、インク記録物の耐水性や耐
光性の点から顔料が好ましい。前記顔料の種類としては、特に制限はなく、目的に応じて
適宜選択することができ、例えば、有機顔料、無機顔料、などが挙げられる。前記顔料は
、１種単独で使用してもよいし、２種以上を併用してもよい。
【００２６】
　前記有機顔料としては、例えば、アゾ系、フタロシアニン系、アントラキノン系、ジオ
キサジン系、インジゴ系、チオインジゴ系、ペリレン系、イソインドレノン系、アニリン
ブラック、アゾメチン系、ローダミンＢレーキ顔料、などが挙げられる。
　前記無機顔料としては、例えば、カーボンブラック、酸化鉄、酸化チタン、炭酸カルシ
ウム、硫酸バリウム、水酸化アルミニウム、バリウムイエロー、紺青、カドミウムレッド
、クロムイエロー、金属粉、などが挙げられる。
【００２７】
　前記ブラック顔料としては、例えば、ファーネスブラック、ランプブラック、アセチレ
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ンブラック、チャンネルブラック等のカーボンブラック（Ｃ．Ｉ．ピグメントブラック７
）類、銅酸化物、鉄酸化物（Ｃ．Ｉ．ピグメントブラック１１）、酸化チタン等の金属類
、アニリンブラック（Ｃ．Ｉ．ピグメントブラック１）等の有機顔料などが挙げられる。
　イエロー顔料の具体例としては、例えば、Ｃ．Ｉ．ピグメントイエロー１（ファストイ
エローＧ）、２、３、１２（ジスアゾイエローＡＡＡ）、１３、１４、１６、１７、２０
、２３、２４、３４、３５、３７、４２（黄色酸化鉄）、５３、５５、７３、７４、７５
、８１、８３（ジスアゾイエローＨＲ）、８６、９３、９５、９７、９８、１００、１０
１、１０４、１０８、１０９、１１０、１１４、１１７、１２０、１２５、１２８、１２
９、１３７、１３８、１３９、１４７、１４８、１５０、１５１、１５３、１５４、１５
５、１６６、１６８、１８０、１８５などが挙げられる。
【００２８】
　マゼンタ顔料としては、例えば、Ｃ．Ｉ．ピグメントバイオレット１９、Ｃ．Ｉ．ピグ
メントレッド１、２、３、５、７、９、１２、１７、２２（ブリリアントファーストスカ
ーレット）、２３、３１、３８、４８：１〔パーマネントレッド２Ｂ（Ｂａ）〕、４８：
２〔パーマネントレッド２Ｂ（Ｃａ）〕、４８：３〔パーマネントレッド２Ｂ（Ｓｒ）〕
、４８：４〔パーマネントレッド２Ｂ（Ｍｎ）〕、４９：１、５２：２、５３：１、５７
：１（ブリリアントカーミン６Ｂ）、６０：１、６３：１、６３：２、６４：１、８１（
ローダミン６Ｇレーキ）、８３、８８、９２、９７、１０１（べんがら）、１０４、１０
５、１０６、１０８（カドミウムレッド）、１１２、１１４、１２２（ジメチルキナクリ
ドン）、１２３、１４６、１４９、１６６、１６８、１７０、１７２、１７５、１７６、
１７８、１７９、１８０、１８４、１８５、１９０、１９２、１９３、２０２、２０９、
２１５、２１６、２１７、２１９、２２０、２２３、２２６、２２７、２２８、２３８、
２４０、２５４、２５５、２７２、などが挙げられる。
【００２９】
　シアン顔料としては、例えば、Ｃ．Ｉ．ピグメントブルー１、２、３、１５（銅フタロ
シアニンブルーＲ）、１５：１、１５：２、１５：３（フタロシアニンブルーＧ）、１５
：４、１５：６（フタロシアニンブルーＥ）、１６、１７：１、２２、５６、６０、６３
、６４、バットブルー４、バットブルー６０、などが挙げられる。
【００３０】
　中間色顔料としては、例えば、レッド用、グリーン用、及びブルー用として、Ｃ．Ｉ．
ピグメントレッド１７７、１９４、２２４、Ｃ．Ｉ．ピグメントオレンジ１６、３６、４
３、５１、５５、５９、６１、７１、Ｃ．Ｉ．ピグメントバイオレット３、１９、２３、
２９、３０、３７、４０、５０、Ｃ．Ｉ．ピグメントグリーン７、３６、などが挙げられ
る。
【００３１】
　前記着色剤の含有量は、特に制限はなく、目的に応じて適宜選択することができるが、
前記インクジェット記録用インク全量に対して、２質量％～１５質量％が好ましい。
【００３２】
＜その他の成分＞
　前記その他の成分としては、特に制限はなく、目的に応じて適宜選択することができ、
例えば、ｐＨ調整剤、防腐防黴剤、キレート試薬、防錆剤、酸化防止剤、紫外線吸収剤、
酸素吸収剤、光安定化剤などが挙げられる。
【００３３】
－ｐＨ調整剤－
　前記ｐＨ調整剤としては、インクジェット記録用インクの性能に悪影響を及ぼさずにｐ
Ｈを調整できるものであれば特に制限はなく、目的に応じて適宜選択することができ、例
えば、ジエタノールアミン、トリエタノールアミン等のアミン、水酸化リチウム、水酸化
ナトリウム、水酸化カリウム等のアルカリ金属元素の水酸化物；水酸化アンモニウム、第
４級アンモニウム水酸化物、第４級ホスホニウム水酸化物、炭酸リチウム、炭酸ナトリウ
ム、炭酸カリウム等のアルカリ金属の炭酸塩；アミノプロパンジオール誘導体、などが挙
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げられる。これらの中でも、アミノプロパンジオール化合物が特に好ましい。
　前記アミノプロパンジオール化合物としては、例えば、１－アミノ－２，３－プロパン
ジオール、１－メチルアミノ－２，３－プロパンジオール、２－アミノ－２－メチル－１
，３－プロパンジオール、２－アミノ－２－エチル－１，３－プロパンジオール、などが
挙げられる。
【００３４】
－防腐防黴剤－
　前記防腐防黴剤としては、例えば、デヒドロ酢酸ナトリウム、ソルビン酸ナトリウム、
２－ピリジンチオール－１－オキサイドナトリウム、安息香酸ナトリウム、ペンタクロロ
フェノールナトリウムなどが挙げられる。
【００３５】
－キレート試薬－
　前記キレート試薬としては、例えば、エチレンジアミン四酢酸ナトリウム、ニトリロ三
酢酸ナトリウム、ヒドロキシエチルエチレンジアミン三酢酸ナトリウム、ジエチレントリ
アミン五酢酸ナトリウム、ウラミル二酢酸ナトリウムなどが挙げられる。
【００３６】
－防錆剤－
　前記防錆剤としては、例えば、酸性亜硫酸塩、チオ硫酸ナトリウム、チオジグリコール
酸アンモン、ジイソプロピルアンモニウムニトライト、四硝酸ペンタエリスリトール、ジ
シクロヘキシルアンモニウムニトライトなどが挙げられる。
【００３７】
－酸化防止剤－
　前記酸化防止剤としては、例えば、フェノール系酸化防止剤（ヒンダードフェノール系
酸化防止剤を含む）、アミン系酸化防止剤、硫黄系酸化防止剤、リン系酸化防止剤などが
挙げられる。
【００３８】
　前記フェノール系酸化防止剤（ヒンダードフェノール系酸化防止剤を含む）としては、
例えば、ブチル化ヒドロキシアニソール、２，６－ジ－ｔｅｒｔ－ブチル－４－エチルフ
ェノール、ステアリル－β－（３，５－ジ－ｔｅｒｔ－ブチル－４－ヒドロキシフェニル
）プロピオネート、２，２’－メチレンビス（４－メチル－６－ｔｅｒｔ－ブチルフェノ
ール）、２，２’－メチレンビス（４－エチル－６－ｔｅｒｔ－ブチルフェノール）、４
，４’－ブチリデンビス（３－メチル－６－ｔｅｒｔ－ブチルフェノール）、３，９－ビ
ス［１，１－ジメチル－２－［β－（３－ｔｅｒｔ－ブチル－４－ヒドロキシ－５－メチ
ルフェニル）プロピオニルオキシ］エチル］－２，４，８，１０－テトライキサスピロ［
５，５］ウンデカン、１，１，３－トリス（２－メチル－４－ヒドロキシ－５－ｔｅｒｔ
－ブチルフェニル）ブタン、１，３，５－トリメチル－２，４，６－トリス（３，５－ジ
－ｔｅｒｔ－ブチル－４－ヒドロキシベンジル）ベンゼン、テトラキス［メチレン－３－
（３’，５’－ジ－ｔｅｒｔ－ブチル－４’－ヒドロキシフェニル）プロピオネート］メ
タンなどが挙げられる。
【００３９】
　前記アミン系酸化防止剤としては、例えば、フェニル－β－ナフチルアミン、α－ナフ
チルアミン、Ｎ，Ｎ’－ジ－ｓｅｃ－ブチル－ｐ－フェニレンジアミン、フェノチアジン
、Ｎ，Ｎ’－ジフェニル－ｐ－フェニレンジアミン、２，６－ジ－ｔｅｒｔ－ブチル－ｐ
－クレゾール、２，６－ジ－ｔｅｒｔ－ブチルフェノール、２，４－ジメチル－６－ｔｅ
ｒｔ－ブチル－フェノール、ブチルヒドロキシアニソール、２，２’－メチレンビス（４
－メチル－６－ｔｅｒｔ－ブチルフェノール）、４，４’－ブチリデンビス（３－メチル
－６－ｔｅｒｔ－ブチルフェノール）、４，４’－チオビス（３－メチル－６－ｔｅｒｔ
－ブチルフェノール）、テトラキス［メチレン－３（３，５－ジ－ｔｅｒｔ－ブチル－４
－ジヒドロキフェニル）プロピオネート］メタン、１，１，３－トリス（２－メチル－４
－ヒドロキシ－５－ｔｅｒｔ－ブチルフェニル）ブタンなどが挙げられる。
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【００４０】
　前記硫黄系酸化防止剤としては、例えば、ジラウリル－３，３’－チオジプロピオネー
ト、ジステアリルチオジプロピオネート、ラウリルステアリルチオジプロピオネート、ジ
ミリスチル－３，３’－チオジプロピオネート、ジステアリル－β，β’－チオジプロピ
オネート、２－メルカプトベンゾイミダゾール、ジラウリルサルファイドなどが挙げられ
る。
【００４１】
　前記リン系酸化防止剤としては、例えば、トリフェニルフォスファイト、オクタデシル
フォスファイト、トリイソデシルフォスファイト、トリラウリルトリチオフォスファイト
、トリノニルフェニルフォスファイトなどが挙げられる。
【００４２】
－紫外線吸収剤－
　前記紫外線吸収剤としては、例えば、ベンゾフェノン系紫外線吸収剤、ベンゾトリアゾ
ール系紫外線吸収剤、サリチレート系紫外線吸収剤、シアノアクリレート系紫外線吸収剤
、ニッケル錯塩系紫外線吸収剤などが挙げられる。
【００４３】
　前記ベンゾフェノン系紫外線吸収剤としては、例えば、２－ヒドロキシ－４－ｎ－オク
トキシベンゾフェノン、２－ヒドロキシ－４－ｎ－ドデシルオキシベンゾフェノン、２，
４－ジヒドロキシベンゾフェノン、２－ヒドロキシ－４－メトキシベンゾフェノン、２，
２’，４，４’－テトラヒドロキシベンゾフェノンなどが挙げられる。
【００４４】
　前記ベンゾトリアゾール系紫外線吸収剤としては、例えば、２－（２’－ヒドロキシ－
５’－ｔｅｒｔ－オクチルフェニル）ベンゾトリアゾール、２－（２’－ヒドロキシ－５
’－メチルフェニル）ベンゾトリアゾール、２－（２’－ヒドロキシ－４’－オクトキシ
フェニル）ベンゾトリアゾール、２－（２’－ヒドロキシ－３’－ｔｅｒｔ－ブチル－５
’－メチルフェニル）－５－クロロベンゾトリアゾールなどが挙げられる。
【００４５】
　前記サリチレート系紫外線吸収剤としては、例えば、フェニルサリチレート、ｐ－ｔｅ
ｒｔ－ブチルフェニルサリチレート、ｐ－オクチルフェニルサリチレートなどが挙げられ
る。
【００４６】
　前記シアノアクリレート系紫外線吸収剤としては、例えば、エチル－２－シアノ－３，
３’－ジフェニルアクリレート、メチル－２－シアノ－３－メチル－３－（ｐ－メトキシ
フェニル）アクリレート、ブチル－２－シアノ－３－メチル－３－（ｐ－メトキシフェニ
ル）アクリレートなどが挙げられる。
【００４７】
　前記ニッケル錯塩系紫外線吸収剤としては、例えば、ニッケルビス（オクチルフェニル
）サルファイド、２，２’－チオビス（４－ｔｅｒｔ－オクチルフェレート）－ｎ－ブチ
ルアミンニッケル（ＩＩ）、２，２’－チオビス（４－ｔｅｒｔ－オクチルフェレート）
－２－エチルヘキシルアミンニッケル（ＩＩ）、２，２’－チオビス（４－ｔｅｒｔ－オ
クチルフェレート）トリエタノールアミンニッケル（ＩＩ）などが挙げられる。
【００４８】
　本発明のインクジェット記録用インクは、特に制限はなく、公知の方法により製造する
ことができ、例えば、前記着色剤、前記構造式（１）で表される基を有する化合物（フッ
素系界面活性剤）、前記水、前記水溶性有機溶剤、及び前記消泡剤、必要に応じてその他
の成分を、サンドミル、ボールミル、ロールミル、ビーズミル、ナノマイザー、ホモジナ
イザー、超音波分散機等を用いて攪拌混合し、フィルタ、遠心分離装置などで粗大粒子を
ろ過し、必要に応じて脱気することによって得られる。前記攪拌混合としては、通常の攪
拌羽を用いた攪拌機、マグネチックスターラー、高速の分散機、などで行うことができる
。
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【００４９】
　本発明のインクジェット記録用インクの着色としては、特に制限はなく、目的に応じて
適宜選択することができ、イエロー、マゼンタ、シアン、ブラックなどが挙げられる。こ
れらの着色を２種以上併用したインクセットを使用して記録を行うと、多色画像を形成す
ることができ、全色併用したインクセットを使用して記録を行うと、フルカラー画像を形
成することができる。
【００５０】
　本発明のインクジェット記録用インクの物性としては、特に制限はなく、目的に応じて
適宜選択することができ、例えば、表面張力、ｐＨ等が以下の範囲であることが好ましい
。
　前記インクジェット記録用インクの表面張力としては、２０℃で、２５ｍＮ／ｍ～５５
ｍＮ／ｍが好ましい。前記表面張力が、２５ｍＮ／ｍ以上であると、記録媒体上での滲み
が発生せず安定した噴射が得られ、５５ｍＮ／ｍ以下であると、記録媒体にインクが充分
に浸透し、短時間で乾燥することができる。
　前記インクジェット記録用インクのｐＨとしては、例えば、７～１０が好ましい。
【００５１】
　本発明のインクジェット記録用インクは、各種分野において好適に使用することができ
、インクジェット記録方式による画像記録装置（プリンタ等）において好適に使用するこ
とができ、例えば、印字又は印字前後に記録媒体、及び前記インクジェット記録用インク
を５０℃～２００℃で加熱し、印字定着を促進する機能を有するもののプリンタ等に使用
することもでき、以下に説明する本発明のインクカートリッジ、インクジェット記録装置
、インクジェット記録方法に特に好適に使用することができる。
【００５２】
（インクカートリッジ）
　本発明のインクカートリッジは、本発明の前記インクジェット記録用インクを容器中に
収容してなり、更に必要に応じて適宜選択したその他の部材等を有してなる。
　前記容器としては、特に制限はなく、目的に応じてその形状、構造、大きさ、材質等を
適宜選択することができ、例えば、アルミニウムラミネートフィルム、樹脂フィルム等で
形成されたインク袋などを少なくとも有するもの、などが好適に挙げられる。
【００５３】
　次に、インクカートリッジについて、図１及び図２を参照して説明する。ここで、図１
は、本発明のインクカートリッジの一例を示す図であり、図２は図１のインクカートリッ
ジのケース（外装）も含めた図である。
　インクカートリッジ２００は、図１に示すように、インク注入口２４２からインク袋２
４１内に充填され、排気した後、該インク注入口２４２は融着により閉じられる。使用時
には、ゴム部材からなるインク排出口２４３に装置本体の針を刺して装置に供給される。
　インク袋２４１は、透気性のないアルミニウムラミネートフィルム等の包装部材により
形成されている。このインク袋２４１は、図２に示すように、通常、プラスチック製のカ
ートリッジケース２４４内に収容され、各種インクジェット記録装置に着脱可能に装着し
て用いられるようになっている。
【００５４】
　本発明のインクカートリッジは、本発明の前記インクジェット記録用インクを収容し、
各種インクジェット記録装置に着脱可能に装着して用いることができるが、後述する本発
明のインクジェット記録装置に着脱可能に装着して用いるのが特に好ましい。
【００５５】
（インクジェット記録装置及びインクジェット記録方法）
　本発明のインクジェット記録装置は、インク飛翔手段を少なくとも有してなり、更に必
要に応じて適宜選択したその他の手段、例えば、刺激発生手段、反転手段、制御手段等を
有してなる。
　本発明で用いられるインクジェット記録方法は、インク飛翔工程を少なくとも含み、更
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に必要に応じて適宜選択したその他の工程、例えば、刺激発生工程、反転工程、制御工程
等を含んでなる。
　本発明で用いられるインクジェット記録方法は、本発明のインクジェット記録装置によ
り好適に実施することができ、前記インク飛翔工程は前記インク飛翔手段により好適に行
うことができる。また、前記その他の工程は、前記その他の手段により好適に行うことが
できる。
【００５６】
＜インク飛翔工程及びインク飛翔手段＞
　前記インク飛翔工程は、本発明の前記インクジェット記録用インクに、刺激を印加し、
該インクジェット記録用インクを飛翔させて画像を記録する工程である。
　前記インク飛翔手段は、本発明の前記インクジェット記録用インクに、刺激を印加し、
該インクジェット記録用インクを飛翔させて画像を記録する手段である。前記インク飛翔
手段としては、特に制限はなく、例えば、インク吐出用の各種のノズルを有する記録ヘッ
ド、などが挙げられる。
【００５７】
　本発明においては、前記記録ヘッドの液室部、流体抵抗部、振動板、及びノズル部材の
少なくとも一部がシリコン及びニッケルの少なくともいずれかを含む材料から形成されて
いることが好ましい。
　また、前記ノズルのノズル径は、３０μｍ以下が好ましく、１μｍ～２０μｍが好まし
い。
　前記記録ヘッドが、インク吐出面に撥水加工処理を施したノズルプレートを有すること
が好ましい。前記撥水加工処理が、ＰＴＦＥ－Ｎｉ共析加工、フッ素樹脂加工、及びシリ
コーン樹脂加工から選ばれるいずれかであることが好ましい。
　また、前記記録ヘッドにインクジェット記録用インクを供給するためのサブタンクを有
し、該サブタンクにインクカートリッジから供給チューブを介してインクジェット記録用
インクが補充されるように構成することが好ましい。
【００５８】
　前記飛翔させる前記インクジェット記録用インクの液滴は、その大きさとしては、例え
ば、３ｐｌ～４０ｐｌが好ましく、その吐出噴射の速さとしては５ｍ／ｓ～２０ｍ／ｓが
好ましく、その駆動周波数としては１ｋＨｚ以上が好ましく、その解像度としては３００
ｄｐｉ以上が好ましい。
【００５９】
＜その他の工程及びその他の手段＞
　前記その他の工程としては、例えば、刺激発生工程、制御工程、などが挙げられる。
　前記その他の手段としては、例えば、刺激発生手段、制御手段、などが挙げられる。
【００６０】
－刺激発生工程及び刺激発生手段－
　前記刺激は、例えば、前記刺激発生手段により発生させることができ、該刺激としては
、特に制限はなく、目的に応じて適宜選択することができ、熱（温度）、圧力、振動、光
、などが挙げられる。これらは、１種単独で使用してもよいし、２種以上を併用してもよ
い。これらの中でも、熱、圧力が好適に挙げられる。
【００６１】
　前記刺激発生手段としては、例えば、加熱装置、加圧装置、圧電素子、振動発生装置、
超音波発振器、ライト、などが挙げられ、具体的には、圧電素子等の圧電アクチュエータ
、発熱抵抗体等の電気熱変換素子を用いて液体の膜沸騰による相変化を利用するサーマル
アクチュエータ、温度変化による金属相変化を用いる形状記憶合金アクチュエータ、静電
力を用いる静電アクチュエータ、などが挙げられる。
【００６２】
　前記インクジェット記録用インクの飛翔の態様としては、特に制限はなく、前記刺激の
種類等応じて異なり、例えば、前記刺激が「熱」の場合、記録ヘッド内の前記インクジェ
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ット記録用インクに対し、記録信号に対応した熱エネルギーを例えば、サーマルヘッド等
を用いて付与し、前記熱エネルギーにより前記インクジェット記録用インクに気泡を発生
させ、前記気泡の圧力により、前記記録ヘッドのノズル孔から該インクジェット記録用イ
ンクを液滴として吐出噴射させる方法、などが挙げられる。また、前記刺激が「圧力」の
場合、例えば、記録ヘッド内のインク流路内にある圧力室と呼ばれる位置に接着された圧
電素子に電圧を印加することにより、圧電素子が撓み、圧力室の容積が縮小して、前記記
録ヘッドのノズル孔から該インクジェット記録用インクを液滴として吐出噴射させる方法
、などが挙げられる。
【００６３】
－制御工程及び制御手段－
　前記制御工程は、前記各工程の動きを制御する工程であり、前記制御手段により行うこ
とができる。前記制御手段としては、特に制限はなく、目的に応じて適宜選択することが
でき、例えば、シークエンサー、コンピュータ、などが挙げられる。
【００６４】
　本発明のインクジェット記録装置により本発明で用いられるインクジェット記録方法を
実施する一の態様について、図面を参照しながら説明する。
　図３に示すインクジェット記録装置は、装置本体１０１と、前記装置本体１０１に装着
した用紙を装填するための給紙トレイ１０２と、装置本体１０１に装着され画像が記録（
形成）された用紙をストックするための排紙トレイ１０３と、インクカートリッジ装填部
１０４とを有する。インクカートリッジ装填部１０４の上面には、操作キーや表示器など
の操作部１０５が配置されている。インクカートリッジ装填部１０４は、インクカートリ
ッジ２００の脱着を行うための開閉可能な前カバー１１５を有している。図３中１１１は
上カバー、１１２は前カバーの前面である。
【００６５】
　装置本体１０１内には、図４に示すように、左右の側板（不図示）に横架したガイド部
材であるガイドロッド１３１とステー１３２とで、キャリッジ１３３を主走査方向に摺動
自在に保持し、主走査モータ（不図示）によって移動走査する。
　キャリッジ１３３には、イエロー（Ｙ）、シアン（Ｃ）、マゼンタ（Ｍ）、ブラック（
Ｂｋ）の各色のインク滴を吐出する４個のヘッドからなる記録ヘッド１３４の複数のイン
ク吐出口を、主走査方向と交叉する方向に配列し、インク滴吐出方向を下方に向けて装着
している。
　前記記録ヘッド１３４を構成するヘッドとしては、圧電素子などの圧電アクチュエータ
、発熱抵抗体などの電気熱変換素子を用いて液体の膜沸騰による相変化を利用するサーマ
ルアクチュエータ、温度変化による金属相変化を用いる形状記憶合金アクチュエータ、静
電力を用いる静電アクチュエータなどを、インクを吐出するためのエネルギー発生手段と
して備えたものなどが使用できる。
　また、キャリッジ１３３には、記録ヘッド１３４に各色のインクを供給するための各色
のサブタンク１３５を搭載している。サブタンク１３５には、インク供給チューブ（不図
示）を介して、インクカートリッジ装填部１０４に装填された本発明のインクカートリッ
ジ２００から、本発明のインクジェット記録用インクが供給されて補充される。
【００６６】
　一方、給紙トレイ１０２の用紙積載部（圧板）１４１上に積載した用紙１４２を給紙す
るための給紙部として、用紙積載部１４１から用紙１４２を１枚ずつ分離給送する半月コ
ロ〔給紙コロ１４３〕、及び給紙コロ１４３に対向し、摩擦係数の大きな材質からなる分
離パッド１４４を備え、この分離パッド１４４は給紙コロ１４３側に付勢されている。
　この給紙部から給紙された用紙１４２を記録ヘッド１３４の下方側で搬送するための搬
送部として、用紙１４２を静電吸着して搬送するための搬送ベルト１５１と、給紙部から
ガイド１４５を介して送られる用紙１４２を搬送ベルト１５１との間で挟んで搬送するた
めのカウンタローラ１５２と、略鉛直上方に送られる用紙１４２を略９０°方向転換させ
て搬送ベルト１５１上に倣わせるための搬送ガイド１５３と、押さえ部材１５４で搬送ベ



(14) JP 2015-193773 A 2015.11.5

10

20

30

40

50

ルト１５１側に付勢された先端加圧コロ１５５とが備えられ、また、搬送ベルト１５１表
面を帯電させるための帯電手段である帯電ローラ１５６が備えられている。
【００６７】
　搬送ベルト１５１は無端状ベルトであり、搬送ローラ１５７とテンションローラ１５８
との間に張架されて、ベルト搬送方向に周回可能である。この搬送ベルト１５１は、例え
ば、抵抗制御を行っていない厚み４０μｍ程度の樹脂材、例えば、テトラフルオロエチレ
ンとエチレンの共重合体（ＥＴＦＥ）で形成した用紙吸着面となる表層と、この表層と同
材質でカーボンによる抵抗制御を行った裏層（中抵抗層、アース層）とを有している。搬
送ベルト１５１の裏側には、記録ヘッド１３４による印写領域に対応してガイド部材１６
１が配置されている。なお、記録ヘッド１３４で記録された用紙１４２を排紙するための
排紙部として、搬送ベルト１５１から用紙１４２を分離するための分離爪１７１と、排紙
ローラ１７２及び排紙コロ１７３とが備えられており、排紙ローラ１７２の下方に排紙ト
レイ１０３が配されている。
　装置本体１０１の背面部には、両面給紙ユニット１８１が着脱可能に装着されている。
両面給紙ユニット１８１は、搬送ベルト１５１の逆方向回転で戻される用紙１４２を取り
込んで反転させて再度、カウンタローラ１５２と搬送ベルト１５１との間に給紙する。な
お、両面給紙ユニット１８１の上面には手差し給紙部１８２が設けられている。
【００６８】
　このインクジェット記録装置においては、給紙部から用紙１４２が１枚ずつ分離給紙さ
れ、略鉛直上方に給紙された用紙１４２は、ガイド１４５で案内され、搬送ベルト１５１
とカウンタローラ１５２との間に挟まれて搬送される。更に先端を搬送ガイド１５３で案
内されて先端加圧コロ１５５で搬送ベルト１５１に押し付けられ、略９０°搬送方向を転
換される。
　このとき、帯電ローラ１５６によって搬送ベルト１５１が帯電されており、用紙１４２
は、搬送ベルト１５１に静電吸着されて搬送される。そこで、キャリッジ１３３を移動さ
せながら画像信号に応じて記録ヘッド１３４を駆動することにより、停止している用紙１
４２にインク滴を吐出して１行分を記録し、用紙１４２を所定量搬送後、次の行の記録を
行う。記録終了信号又は用紙１４２の後端が記録領域に到達した信号を受けることにより
、記録動作を終了して、用紙１４２を排紙トレイ１０３に排紙する。
【００６９】
　そして、サブタンク１３５内のインクの残量ニアーエンドが検知されると、インクカー
トリッジ２００から所要量のインクがサブタンク１３５に補給される。
　前記インクジェット記録装置においては、インクカートリッジ２００中のインクを使い
切ったときには、インクカートリッジ２００における筐体を分解して内部のインク袋だけ
を交換することができる。また、インクカートリッジ２００は、縦置きで前面装填構成と
しても、安定したインクの供給を行うことができる。したがって、装置本体１０１の上方
が塞がって設置されているような場合、例えば、ラック内に収納したり、あるいは装置本
体１０１の上面に物が置かれているような場合でも、インクカートリッジ２００の交換を
容易に行うことができる。
　なお、ここでは、キャリッジが走査するシリアル型（シャトル型）インクジェット記録
装置に適用した例で説明したが、ライン型ヘッドを備えたライン型インクジェット記録装
置にも同様に適用することができる。
【００７０】
　本発明のインクジェット記録装置及びインクジェット記録方法は、インクジェット記録
方式による各種記録に適用することができ、例えば、インクジェット記録用プリンタ、フ
ァクシミリ装置、複写装置、プリンタ／ファックス／コピア複合機、などに特に好適に適
用することができる。
【００７１】
＜インク記録物＞
　本発明で用いられるインク記録物は、記録媒体上に本発明の前記インクジェット記録用
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インクを用いて形成された画像を有してなる。
【００７２】
－記録媒体－
　前記記録媒体としては、特に制限はなく、目的に応じて適宜選択することができ、例え
ば、紙等のインクジェット記録用インクに対して吸収性を有するもの、インクジェット記
録用インクに対して実質的に非吸収性のもののいずれであっても好適に用いられる。
　前記記録媒体としては、例えば、ポリエチレンテレフタレート、ポリカーボネート、ポ
リプロピレン、ポリエチレン、ポリサルフォン、ＡＢＳ樹脂、ポリ塩化ビニル等を基材と
するプラスチックシート；黄銅、鉄、アルミニウム、ステンレススチール（ＳＵＳ）、銅
等の金属表面又は非金属の基材に蒸着等の手法により金属コーティング処理をした記録媒
体；紙を基材として撥水処理などがなされた記録媒体、無機質の材料を高温で焼成した、
いわゆるセラミックス材料からなる記録媒体などが挙げられる。これらの中でも、紙が経
済性の点と画像の自然さの点で好ましく、本発明においては、平滑紙及び非平滑紙のいず
れも好適に用いられる。
【００７３】
　前記記録媒体としての平滑紙及び非平滑紙は、平滑度を測定し、前記平滑度により、平
滑紙と、非平滑紙とに分類することができる。
　前記非平滑紙は、平滑度が５００秒間未満であり、表面コート等の処理を行わない普通
紙である。
　前記平滑紙は、表面コート処理をしたものが多く、平滑度は５００秒間以上であり、ア
ート紙、キャストコート紙等の光沢紙が挙げられる。
　前記平滑度は、例えば、紙面に中空のヘッドを置き、内部を減圧にして、ヘッドと紙面
の間隙から一定量の空気が流入する時間（秒）によって平滑度を測定する王研式計測器で
測定することができる。
【実施例】
【００７４】
　以下、本発明の実施例を説明するが、本発明は、これらの実施例に何ら限定されるもの
ではない。
【００７５】
（調製例１）
－ブラック顔料分散液の調製－
　ＣＴＡＢ比表面積が１５０ｍ２／ｇ、ＤＢＰ吸油量１００ｍＬ／１００ｇのカーボンブ
ラック９０ｇを、２．５規定の硫酸ナトリウム溶液３，０００ｍＬに添加し、温度６０℃
、速度３００ｒｐｍで攪拌し、１０時間反応させて酸化処理を行った。得られた反応液を
濾過し、濾別したカーボンブラックを水酸化ナトリウム溶液で中和し、限外濾過を行った
。得られたカーボンブラックを水洗し、乾燥させて、顔料濃度が２０質量％となるように
純水中に分散させた。以上により、調製例１のブラック顔料分散液を調製した。
【００７６】
（調製例２）
－イエロー顔料分散液の調製－
　イエロー顔料としてＣ．Ｉ．ピグメントイエロー１２８を低温プラズマ処理しカルボン
酸基を導入したイエロー顔料を作製した。これをイオン交換水に分散したものを限外濾過
膜により脱塩濃縮して、顔料濃度１５質量％の調製例２のイエロー顔料分散液を得た。
【００７７】
（調製例３）
－マゼンタ顔料分散液の調製－
　Ｃ．Ｉ．ピグメントイエロー１２８の代りにＣ．Ｉ．ピグメントレッド１２２を用いた
以外は、調製例２と同様にして、表面改質されたマゼンタ顔料を作製した。これをイオン
交換水に分散したものを限外濾過膜により脱塩濃縮して、顔料濃度１５質量％の調製例３
のマゼンタ顔料分散液を得た。
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【００７８】
（調製例４）
－シアン顔料分散液の調製－
　Ｃ．Ｉ．ピグメントイエロー１２８の代りにＣ．Ｉ．ピグメントシアン１５：３を用い
た以外は、調製例２と同様にして、表面改質されたシアン顔料を作製した。これをイオン
交換水に分散したものを限外濾過膜により脱塩濃縮して、顔料濃度１５質量％の調製例４
のシアン顔料分散液を得た。
【００７９】
（実施例１）
　下記処方のインク組成物を調製し、その後、平均孔径０．８μｍのメンブレンフィルタ
ーで濾過を行い、実施例１のシアンインクを作製した。
〔インク組成及び含有量〕
　・調製例４のシアン顔料分散液（顔料濃度１５質量％）・・・２０．００質量％
　・１，３－ブタンジオール・・・２３．００質量％
　・グリセリン・・・８．００質量％
　・２－エチル－１，３－ヘキサンジオール・・・２．００質量％
　・Ｃａｐｓｔｏｎｅ　ＦＳ－３１００（デュポン社製）・・・０．０４質量％
　・プロキセルＬＶ（アビシア社製、１，２－ベンゾイソチアゾリン－３－オン、防かび
剤）・・・０．２０質量％
　・シリコーン消泡剤（ＳＨ５５００、東レ・ダウコーニング社製）・・・０．０５質量
％
　・２－アミノ－２－エチル－１，３－プロパンジオール・・・０．３０質量％
　・イオン交換水・・・残量（合計：１００質量％）
【００８０】
（実施例２）
　下記処方のインク組成物を常法により調製し、その後、平均孔径０．８μｍのメンブレ
ンフィルターで濾過を行い、実施例２のシアンインクを作製した。
〔インク組成及び含有量〕
　・調製例４のシアン顔料分散液（顔料濃度１５質量％）・・・２０．００質量％
　・３－メチル－１，３－ブタンジオール・・・１０．００質量％
　・ヘキシレングリコール・・・４．００質量％
　・グリセリン・・・８．００質量％
　・２－エチル－１，３－ヘキサンジオール・・・２．００質量％
　・Ｃａｐｓｔｏｎｅ　ＦＳ－３１００（デュポン社製）・・・０．１０質量％
　・プロキセルＬＶ（アビシア社製、１，２－ベンゾイソチアゾリン－３－オン、防かび
剤）・・・０．２０質量％
　・シリコーン消泡剤（ＫＭ－７２Ｆ、信越化学工業株式会社製）・・・０．１０質量％
　・２－アミノ－２－エチル－１，３－プロパンジオール・・・０．５０質量％
　・イオン交換水・・・残量（合計：１００質量％）
【００８１】
（実施例３）
　下記処方のインク組成物を常法により調製し、その後、平均孔径０．８μｍのメンブレ
ンフィルターで濾過を行い、実施例３のシアンインクを作製した。
〔インク組成及び含有量〕
　・調製例４のシアン顔料分散液（顔料濃度１５質量％）・・・２０．００質量％
　・３－メチル－１，３－ブタンジオール・・・１３．００質量％
　・３－メチル－１，５－ペンタンジオール・・・１０．５０質量％
　・グリセリン・・・８．００質量％
　・２，２，４－トリメチル－１，３－ペンタンジオール・・・２．００質量％
　・Ｃａｐｓｔｏｎｅ　ＦＳ－３１００（デュポン社製）・・・０．３０質量％
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　・プロキセルＬＶ（アビシア社製、１，２－ベンゾイソチアゾリン－３－オン、防かび
剤）・・・０．２０質量％
　・シリコーン消泡剤（ＫＭ－９８、信越化学工業株式会社製）・・・０．５０質量％
　・２－アミノ－２－エチル－１，３－プロパンジオール・・・０．５０質量％
　・イオン交換水・・・残量（合計：１００質量％）
【００８２】
（実施例４）
　下記処方のインク組成物を常法により調製し、その後、平均孔径０．８μｍのメンブレ
ンフィルターで濾過を行い、実施例４のシアンインクを作製した。
〔インク組成及び含有量〕
　・調製例４のシアン顔料分散液（顔料濃度１５質量％）・・・２０．００質量％
　・１，３－ブタンジオール・・・２３．００質量％
　・グリセリン・・・８．００質量％
　・２－エチル－１，３－ヘキサンジオール・・・２．００質量％
　・Ｃａｐｓｔｏｎｅ　ＦＳ－３１００（デュポン社製）・・・１．２５質量％
　・プロキセルＬＶ（アビシア社製、１，２－ベンゾイソチアゾリン－３－オン、防かび
剤）・・・０．２０質量％
　・シリコーン消泡剤（ＳＭ５５７１　ＥＭＵＬＳＩＯＮ、東レ・ダウ・コーニング社製
）・・・０．０４質量％
　・２－アミノ－２－エチル－１，３－プロパンジオール・・・０．３０質量％
　・イオン交換水・・・残量（合計：１００質量％）
【００８３】
（実施例５）
　下記処方のインク組成物を常法により調製し、その後、平均孔径０．８μｍのメンブレ
ンフィルターで濾過を行い、実施例５のマゼンタインクを作製した。
〔インク組成及び含有量〕
　・調製例３のマゼンタ顔料分散液（顔料濃度１５質量％）・・・２０．００質量％
　・１，３－ブタンジオール・・・２２．５０質量％
　・グリセリン・・・９．００質量％
　・２－エチル－１，３－ヘキサンジオール・・・２．００質量％
　・Ｃａｐｓｔｏｎｅ　ＦＳ－３１００（デュポン社製）・・・０．０５質量％
　・プロキセルＬＶ（アビシア社製、１，２－ベンゾイソチアゾリン－３－オン、防かび
剤）・・・０．２０質量％
　・シリコーン消泡剤（ＫＭ－７２Ｆ、信越化学工業株式会社製）・・・０．４０質量％
　・２－アミノ－２－エチル－１，３－プロパンジオール・・・０．３０質量％
　・イオン交換水・・・残量（合計：１００質量％）
【００８４】
（実施例６）
　下記処方のインク組成物を常法により調製し、その後、平均孔径０．８μｍのメンブレ
ンフィルターで濾過を行い、実施例６のマゼンタインクを作製した。
〔インク組成及び含有量〕
　・調製例３のマゼンタ顔料分散液（顔料濃度１５質量％）・・・２０．００質量％
　・３－メチル－１，３－ブタンジオール・・・１１．５０質量％
　・エチレングリコール・・・５．００質量％
　・グリセリン・・・７．００質量％
　・２－エチル－１，３－ヘキサンジオール・・・２．００質量％
　・Ｃａｐｓｔｏｎｅ　ＦＳ－３１００（デュポン社製）・・・１．００質量％
　・プロキセルＬＶ（アビシア社製、１，２－ベンゾイソチアゾリン－３－オン、防かび
剤）・・・０．２０質量％
　・シリコーン消泡剤（ＳＭ５５１２、東レ・ダウ・コーニング社製）・・・０．０７質
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量％
　・２－アミノ－２－エチル－１，３－プロパンジオール・・・０．３０質量％
　・イオン交換水・・・残量（合計：１００質量％）
【００８５】
（実施例７）
　下記処方のインク組成物を常法により調製し、その後、平均孔径０．８μｍのメンブレ
ンフィルターで濾過を行い、実施例７のマゼンタインクを作製した。
〔インク組成及び含有量〕
　・調製例３のマゼンタ顔料分散液（顔料濃度１５質量％）・・・２０．００質量％
　・３－メチル－１，５－ペンタンジオール・・・５．００質量％
　・３－メチル－１，３－ブタンジオール・・・５．００質量％
　・グリセリン・・・１０．００質量％
　・２，２，４－トリメチル－１，３－ペンタンジオール・・・２．００質量％
　・Ｃａｐｓｔｏｎｅ　ＦＳ－３１００（デュポン社製）・・・１．５０質量％
　・プロキセルＬＶ（アビシア社製、１，２－ベンゾイソチアゾリン－３－オン、防かび
剤）・・・０．２０質量％
　・シリコーン消泡剤（ＫＭ－９８、信越化学工業株式会社製）・・・０．０５質量％
　・２－アミノ－２－エチル－１，３－プロパンジオール・・・０．５０質量％
　・イオン交換水・・・残量（合計：１００質量％）
【００８６】
（実施例８）
　下記処方のインク組成物を常法により調製し、その後、平均孔径０．８μｍのメンブレ
ンフィルターで濾過を行い、実施例８のマゼンタインクを作製した。
〔インク組成及び含有量〕
　・調製例３のマゼンタ顔料分散液（顔料濃度１５質量％）・・・２０．００質量％
　・１，３－ブタンジオール・・・２２．５０質量％
　・グリセリン・・・９．００質量％
　・２－エチル－１，３－ヘキサンジオール・・・２．００質量％
　・Ｃａｐｓｔｏｎｅ　ＦＳ－３１００（デュポン社製）・・・０．５０質量％
　・プロキセルＬＶ（アビシア社製、１，２－ベンゾイソチアゾリン－３－オン、防かび
剤）・・・０．２０質量％
　・シリコーン消泡剤（ＳＭ５５７１　ＥＭＵＬＳＩＯＮ、東レ・ダウ・コーニング社製
）・・・０．６０質量％
　・２－アミノ－２－エチル－１，３－プロパンジオール・・・０．３０質量％
　・イオン交換水・・・残量（合計：１００質量％）
【００８７】
（実施例９）
　下記処方のインク組成物を常法により調製し、その後、平均孔径０．８μｍのメンブレ
ンフィルターで濾過を行い、実施例９のイエローインクを作製した。
〔インク組成及び含有量〕
　・調製例２のイエロー顔料分散液（顔料濃度１５質量％）・・・２０．００質量％
　・３－メチル－１，３－ブタンジオール・・・２０．００質量％
　・１，３－ブタンジオール・・・８．５０質量％
　・グリセリン・・・７．５０質量％
　・２－エチル－１，３－ヘキサンジオール・・・２．００質量％
　・Ｃａｐｓｔｏｎｅ　ＦＳ－３１００（デュポン社製）・・・０．０４質量％
　・シリコーン消泡剤（ＫＭ－９８、信越化学工業株式会社製）・・・０．５０質量％
　・プロキセルＬＶ（アビシア社製、１，２－ベンゾイソチアゾリン－３－オン、防かび
剤）・・・０．２０質量％
　・１－メチルアミノ－２，３－プロパンジオール・・・０．１０質量％
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　・イオン交換水・・・残量（合計：１００質量％）
【００８８】
（実施例１０）
　下記処方のインク組成物を常法により調製し、その後、平均孔径０．８μｍのメンブレ
ンフィルターで濾過を行い、実施例１０のイエローインクを作製した。
〔インク組成及び含有量〕
　・調製例２のイエロー顔料分散液（顔料濃度１５質量％）・・・２０．００質量％
　・３－メチル－１，５－ペンタンジオール・・・１２．５０質量％
　・３－メチル－１，３－ブタンジオール・・・１５．００質量％
　・グリセリン・・・７．００質量％
　・２，２，４－トリメチル－１，３－ペンタンジオール・・・２．００質量％
　・Ｃａｐｓｔｏｎｅ　ＦＳ－３１００（デュポン社製）・・・１．１０質量％
　・シリコーン消泡剤（ＫＭ－７２Ｆ、信越化学工業株式会社製）・・・０．０９質量％
　・プロキセルＬＶ（アビシア社製、１，２－ベンゾイソチアゾリン－３－オン、防かび
剤）・・・０．２０質量％
　・２－アミノ－２－エチル－１，３－プロパンジオール・・・０．５０質量％
　・イオン交換水・・・残量（合計：１００質量％）
【００８９】
（実施例１１）
　下記処方のインク組成物を常法により調製し、その後、平均孔径０．８μｍのメンブレ
ンフィルターで濾過を行い、実施例１１のイエローインクを作製した。
〔インク組成及び含有量〕
　・調製例２のイエロー顔料分散液（顔料濃度１５質量％）・・・２０．００質量％
　・１，６－ヘキサンジオール・・・２４．５０質量％
　・グリセリン・・・８．００質量％
　・２－エチル－１，３－ヘキサンジオール・・・２．００質量％
　・Ｃａｐｓｔｏｎｅ　ＦＳ－３１００（デュポン社製）・・・０．２０質量％
　・プロキセルＬＶ（アビシア社製、１，２－ベンゾイソチアゾリン－３－オン、防かび
剤）・・・０．２０質量％
　・シリコーン消泡剤（ＳＭ５５１２、東レ・ダウ・コーニング社製）・・・０．３０質
量％
　・２－アミノ－２－エチル－１，３－プロパンジオール・・・０．３０質量％
　・イオン交換水・・・残量（合計：１００質量％）
【００９０】
（実施例１２）
　下記処方のインク組成物を常法により調製し、その後、平均孔径０．８μｍのメンブレ
ンフィルターで濾過を行い、実施例１２のブラックインクを作製した。
〔インク組成及び含有量〕
　・調製例１のブラック顔料分散液（顔料濃度２０質量％）・・・２０．００質量％
　・２－メチル－２，４－ペンタンジオール・・・１１．５０質量％
　・３－メチル－１，３－ブタンジオール・・・１３．００質量％
　・グリセリン・・・７．５０質量％
　・２－ピロリドン・・・２．００質量％
　・Ｃａｐｓｔｏｎｅ　ＦＳ－３１００（デュポン社製）・・・０．６０質量％
　・２，２，４－トリメチル－１，３－ペンタンジオール・・・２．００質量％
　・シリコーン消泡剤（ＫＭ－７２Ｆ、信越化学工業株式会社製）・・・０．２０質量％
　・プロキセルＬＶ（アビシア社製、１，２－ベンゾイソチアゾリン－３－オン、防かび
剤）・・・０．２０質量％
　・イオン交換水・・・残量（合計：１００質量％）
【００９１】
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（実施例１３）
　下記処方のインク組成物を常法により調製し、その後、平均孔径０．８μｍのメンブレ
ンフィルターで濾過を行い、実施例１３のブラックインクを作製した。
〔インク組成及び含有量〕
　・調製例１のブラック顔料分散液（顔料濃度２０質量％）・・・２０．００質量％
　・３－メチル－１，３－ブタンジオール・・・２２．５０質量％
　・グリセリン・・・７．５０質量％
　・２－ピロリドン・・・２．００質量％
　・２－エチル－１，３－ヘキサンジオール・・・２．００質量％
　・Ｃａｐｓｔｏｎｅ　ＦＳ－３１００（デュポン社製）・・・１．００質量％
　・プロキセルＬＶ（アビシア社製、１，２－ベンゾイソチアゾリン－３－オン、防かび
剤）・・・０．２０質量％
　・シリコーン消泡剤（ＳＭ５５１２、東レ・ダウ・コーニング社製）・・・０．１０質
量％
　・２－アミノ－２－エチル－１，３－プロパンジオール・・・０．５０質量％
　・イオン交換水・・・残量（合計：１００質量％）
【００９２】
（実施例１４）
　下記処方のインク組成物を常法により調製し、その後、平均孔径０．８μｍのメンブレ
ンフィルターで濾過を行い、実施例１４のブラックインクを作製した。
〔インク組成及び含有量〕
　・調製例１のブラック顔料分散液（顔料濃度２０質量％）・・・２０．００質量％
　・１，５－ペンタンジオール・・・２２．５０質量％
　・グリセリン・・・７．５０質量％
　・２－ピロリドン・・・２．００質量％
　・２－エチル－１，３－ヘキサンジオール・・・２．００質量％
　・Ｃａｐｓｔｏｎｅ　ＦＳ－３１００（デュポン社製）・・・０．０５質量％
　・プロキセルＬＶ（アビシア社製、１，２－ベンゾイソチアゾリン－３－オン、防かび
剤）・・・０．２０質量％
　・シリコーン消泡剤（ＫＭ－９８、信越化学工業株式会社製）・・・０．０３質量％
　・２－アミノ－２－エチル－１，３－プロパンジオール・・・０．５０質量％
　・イオン交換水・・・残量（合計：１００質量％）
【００９３】
（実施例１５）
　下記処方のインク組成物を常法により調製し、その後、平均孔径０．８μｍのメンブレ
ンフィルターで濾過を行い、実施例１５のマゼンタインクを作製した。
〔インク組成及び含有量〕
　・調製例３のマゼンタ顔料分散液（顔料濃度１５質量％）・・・２０．００質量％
　・１，３－ブタンジオール・・・２２．５０質量％
　・グリセリン・・・９．００質量％
　・２－エチル－１，３－ヘキサンジオール・・・２．００質量％
　・Ｃａｐｓｔｏｎｅ　ＦＳ－３１００（デュポン社製）・・・０．３０質量％
　・サーフィノール１０４ＰＡ（エアープロダクツジャパン株式会社製）・・・０．２０
質量％
　・プロキセルＬＶ（アビシア社製、１，２－ベンゾイソチアゾリン－３－オン、防かび
剤）・・・０．２０質量％
　・シリコーン消泡剤（ＳＭ５５７１　ＥＭＵＬＳＩＯＮ、東レ・ダウ・コーニング社製
）・・・０．６０質量％
　・２－アミノ－２－エチル－１，３－プロパンジオール・・・０．３０質量％
　・イオン交換水・・・残量（合計：１００質量％）
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【００９４】
（実施例１６）
　下記処方のインク組成物を常法により調製し、その後、平均孔径０．８μｍのメンブレ
ンフィルターで濾過を行い、実施例１６のマゼンタインクを作製した。
〔インク組成及び含有量〕
　・調製例３のマゼンタ顔料分散液（顔料濃度１５質量％）・・・２０．００質量％
　・１，３－ブタンジオール・・・２２．５０質量％
　・グリセリン・・・９．００質量％
　・２－エチル－１，３－ヘキサンジオール・・・２．００質量％
　・Ｃａｐｓｔｏｎｅ　ＦＳ－３１００（デュポン社製）・・・０．２５質量％
　・サーフィノール１０４ＰＡ（エアープロダクツジャパン株式会社製）・・・０．２５
質量％
　・プロキセルＬＶ（アビシア社製、１，２－ベンゾイソチアゾリン－３－オン、防かび
剤）・・・０．２０質量％
　・シリコーン消泡剤（ＳＭ５５７１　ＥＭＵＬＳＩＯＮ、東レ・ダウ・コーニング社製
）・・・０．６０質量％
　・２－アミノ－２－エチル－１，３－プロパンジオール・・・０．３０質量％
　・イオン交換水・・・残量（合計：１００質量％）
【００９５】
（実施例１７）
　下記処方のインク組成物を常法により調製し、その後、平均孔径０．８μｍのメンブレ
ンフィルターで濾過を行い、実施例１７のマゼンタインクを作製した。
〔インク組成及び含有量〕
　・調製例３のマゼンタ顔料分散液（顔料濃度１５質量％）・・・２０．００質量％
　・１，３－ブタンジオール・・・２２．５０質量％
　・グリセリン・・・９．００質量％
　・２－エチル－１，３－ヘキサンジオール・・・２．００質量％
　・Ｃａｐｓｔｏｎｅ　ＦＳ－３１００（デュポン社製）・・・０．３０質量％
　・サーフィノール１０４ＰＡ（エアープロダクツジャパン株式会社製）・・・０．３０
質量％
　・プロキセルＬＶ（アビシア社製、１，２－ベンゾイソチアゾリン－３－オン、防かび
剤）・・・０．２０質量％
　・シリコーン消泡剤（ＳＭ５５７１　ＥＭＵＬＳＩＯＮ、東レ・ダウ・コーニング社製
）・・・０．６０質量％
　・２－アミノ－２－エチル－１，３－プロパンジオール・・・０．３０質量％
　・イオン交換水・・・残量（合計：１００質量％）
【００９６】
（実施例１８）
　下記処方のインク組成物を常法により調製し、その後、平均孔径０．８μｍのメンブレ
ンフィルターで濾過を行い、実施例１８のシアンインクを作製した。
〔インク組成及び含有量〕
　・調製例４のシアン顔料分散液（顔料濃度１５質量％）・・・２０．００質量％
　・１，３－ブタンジオール・・・２３．００質量％
　・グリセリン・・・８．００質量％
　・２－エチル－１，３－ヘキサンジオール・・・２．００質量％
　・Ｃａｐｓｔｏｎｅ　ＦＳ－３０（デュポン社製）・・・０．０４質量％
　・プロキセルＬＶ（アビシア社製、１，２－ベンゾイソチアゾリン－３－オン、防かび
剤）・・・０．２０質量％
　・シリコーン消泡剤（ＳＨ５５００、東レ・ダウコーニング社製）・・・０．０５質量
％
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　・２－アミノ－２－エチル－１，３－プロパンジオール・・・０．３０質量％
　・イオン交換水・・・残量（合計：１００質量％）
【００９７】
（実施例１９）
　下記処方のインク組成物を常法により調製し、その後、平均孔径０．８μｍのメンブレ
ンフィルターで濾過を行い、実施例１９のシアンインクを作製した。
〔インク組成及び含有量〕
　・調製例４のシアン顔料分散液（顔料濃度１５質量％）・・・２０．００質量％
　・３－メチル－１，３－ブタンジオール・・・１３．００質量％
　・３－メチル－１，５－ペンタンジオール・・・１０．５０質量％
　・グリセリン・・・８．００質量％
　・２，２，４－トリメチル－１，３－ペンタンジオール・・・２．００質量％
　・Ｃａｐｓｔｏｎｅ　ＦＳ－３４（デュポン社製）・・・０．３０質量％
　・プロキセルＬＶ（アビシア社製、１，２－ベンゾイソチアゾリン－３－オン、防かび
剤）・・・０．２０質量％
　・シリコーン消泡剤（ＫＭ－９８、信越化学工業株式会社製）・・・０．５０質量％
　・２－アミノ－２－エチル－１，３－プロパンジオール・・・０．５０質量％
　・イオン交換水・・・残量（合計：１００質量％）
【００９８】
（実施例２０）
　下記処方のインク組成物を常法により調製し、その後、平均孔径０．８μｍのメンブレ
ンフィルターで濾過を行い、実施例２０のマゼンタインクを作製した。
〔インク組成及び含有量〕
　・調製例３のマゼンタ顔料分散液（顔料濃度１５質量％）・・・２０．００質量％
　・３－メチル－１，３－ブタンジオール・・・１１．５０質量％
　・エチレングリコール・・・５．００質量％
　・グリセリン・・・７．００質量％
　・２－エチル－１，３－ヘキサンジオール・・・２．００質量％
　・Ｃａｐｓｔｏｎｅ　ＦＳ－３４（デュポン社製）・・・１．００質量％
　・プロキセルＬＶ（アビシア社製、１，２－ベンゾイソチアゾリン－３－オン、防かび
剤）・・・０．２０質量％
　・シリコーン消泡剤（ＳＭ５５１２、東レ・ダウ・コーニング社製）・・・０．０７質
量％
　・２－アミノ－２－エチル－１，３－プロパンジオール・・・０．３０質量％
　・イオン交換水・・・残量（合計：１００質量％）
【００９９】
（実施例２１）
　下記処方のインク組成物を常法により調製し、その後、平均孔径０．８μｍのメンブレ
ンフィルターで濾過を行い、実施例２１のイエローインクを作製した。
〔インク組成及び含有量〕
　・調製例２のイエロー顔料分散液（顔料濃度１５質量％）・・・２０．００質量％
　・３－メチル－１，３－ブタンジオール・・・２０．００質量％
　・１，３－ブタンジオール・・・８．５０質量％
　・グリセリン・・・７．５０質量％
　・２－エチル－１，３－ヘキサンジオール・・・２．００質量％
　・Ｃａｐｓｔｏｎｅ　ＦＳ－３４（デュポン社製）・・・０．４０質量％
　・プロキセルＬＶ（アビシア社製、１，２－ベンゾイソチアゾリン－３－オン、防かび
剤）・・・０．２０質量％
　・シリコーン消泡剤（ＫＭ－９８、信越化学工業株式会社製）・・・０．５０質量％
　・１－メチルアミノ－２，３－プロパンジオール・・・０．１０質量％
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　・イオン交換水・・・残量（合計：１００質量％）
【０１００】
（実施例２２）
　下記処方のインク組成物を常法により調製し、その後、平均孔径０．８μｍのメンブレ
ンフィルターで濾過を行い、実施例２２のマゼンタインクを作製した。
〔インク組成及び含有量〕
　・調製例３のマゼンタ顔料分散液（顔料濃度１５質量％）・・・２０．００質量％
　・３－メチル－１，３－ブタンジオール・・・１１．５０質量％
　・エチレングリコール・・・５．００質量％
　・グリセリン・・・７．００質量％
　・２－エチル－１，３－ヘキサンジオール・・・２．００質量％
　・Ｃａｐｓｔｏｎｅ　ＦＳ－３４（デュポン社製）・・・１．００質量％
　・プロキセルＬＶ（アビシア社製、１，２－ベンゾイソチアゾリン－３－オン、防かび
剤）・・・０．２０質量％
　・破泡ポリマー系消泡剤（ＢＹＫ－１７９０、ビックケミー・ジャパン株式会社製）・
・・０．１０質量％
　・２－アミノ－２－エチル－１，３－プロパンジオール・・・０．３０質量％
　・イオン交換水・・・残量（合計：１００質量％）
【０１０１】
（比較例１）
　下記処方のインク組成物を常法により調製し、その後、平均孔径０．８μｍのメンブレ
ンフィルターで濾過を行い、比較例１のシアンインクを作製した。
〔インク組成及び含有量〕
　・調製例４のシアン顔料分散液（顔料濃度１５質量％）・・・２０．００質量％
　・１，３－ブタンジオール・・・２３．００質量％
　・グリセリン・・・８．００質量％
　・２－エチル－１，３－ヘキサンジオール・・・２．００質量％
　・下記一般式で表されるゾニールＦＳ－３００（デュポン社製、ポリオキシエチレンパ
ーフロロアルキルエーテル、有効成分４０質量％）・・・０．５０質量％
　Ｃ８Ｆ１７－ＣＨ２ＣＨ２Ｏ（ＣＨ２ＣＨ２Ｏ）ｘＨ
　ただし、式中、ｘは１～４０を表す。
　・プロキセルＬＶ（アビシア社製、１，２－ベンゾイソチアゾリン－３－オン、防かび
剤）・・・０．２０質量％
　・２－アミノ－２－エチル－１，３－プロパンジオール・・・０．３０質量％
　・イオン交換水・・・残量（合計：１００質量％）
【０１０２】
（比較例２）
　下記処方のインク組成物を常法により調製し、その後、平均孔径０．８μｍのメンブレ
ンフィルターで濾過を行い、比較例２のシアンインクを作製した。
〔インク組成及び含有量〕
　・調製例４のシアン顔料分散液（顔料濃度１５質量％）・・・２０．００質量％
　・３－メチル－１，３－ブタンジオール・・・１０．００質量％
　・ヘキシレングリコール・・・４．００質量％
　・グリセリン・・・８．００質量％
　・２－エチル－１，３－ヘキサンジオール・・・２．００質量％
　・ＥＣＴＤ－３ＮＥＸ（日光ケミカルズ株式会社製、アニオン系界面活性剤、ポリオキ
シエチレン（３）トリデシルエーテル酢酸ナトリウム）・・・１．００質量％
　・プロキセルＬＶ（アビシア社製、１，２－ベンゾイソチアゾリン－３－オン、防かび
剤）・・・０．２０質量％
　・２－アミノ－２－エチル－１，３－プロパンジオール・・・０．５０質量％
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　・イオン交換水・・・残量（合計：１００質量％）
【０１０３】
（比較例３）
　下記処方のインク組成物を常法により調製し、その後、平均孔径０．８μｍのメンブレ
ンフィルターで濾過を行い、比較例３のシアンインクを作製した。
〔インク組成及び含有量〕
　・調製例４のシアン顔料分散液（顔料濃度１５質量％）・・・２０．００質量％
　・３－メチル－１，３－ブタンジオール・・・１０．００質量％
　・ヘキシレングリコール・・・４．００質量％
　・グリセリン・・・８．００質量％
　・２－エチル－１，３－ヘキサンジオール・・・２．００質量％
　・マーポマーセＰＴ（松本油脂製薬株式会社製、ジオクチルスルホコハク酸塩）・・・
０．１０質量％
　・プロキセルＬＶ（アビシア社製、１，２－ベンゾイソチアゾリン－３－オン、防かび
剤）・・・０．２０質量％
　・２－アミノ－２－エチル－１，３－プロパンジオール・・・０．５０質量％
　・イオン交換水・・・残量（合計：１００質量％）
【０１０４】
（比較例４）
　下記処方のインク組成物を常法により調製し、その後、平均孔径０．８μｍのメンブレ
ンフィルターで濾過を行い、比較例４のマゼンタインクを作製した。
〔インク組成及び含有量〕
　・調製例３のマゼンタ顔料分散液（顔料濃度１５質量％）・・・２０．００質量％
　・１，３－ブタンジオール・・・２２．５０質量％
　・グリセリン・・・９．００質量％
　・２－エチル－１，３－ヘキサンジオール・・・２．００質量％
　・ＥＣＴＤ－３ＮＥＸ（日光ケミカルズ株式会社製、アニオン系界面活性剤、ポリオキ
シエチレン（３）トリデシルエーテル酢酸ナトリウム）・・・０．０５質量％
　・プロキセルＬＶ（アビシア社製、１，２－ベンゾイソチアゾリン－３－オン、防かび
剤）・・・０．２０質量％
　・２－アミノ－２－エチル－１，３－プロパンジオール・・・０．３０質量％
　・イオン交換水・・・残量（合計：１００質量％）
【０１０５】
（比較例５）
　下記処方のインク組成物を常法により調製し、その後、平均孔径０．８μｍのメンブレ
ンフィルターで濾過を行い、比較例５のマゼンタインクを作製した。
〔インク組成及び含有量〕
　・調製例３のマゼンタ顔料分散液（顔料濃度１５質量％）・・・２０．００質量％
　・３－メチル－１，３－ブタンジオール・・・１１．５０質量％
　・エチレングリコール・・・５．００質量％
　・グリセリン・・・７．００質量％
　・２－エチル－１，３－ヘキサンジオール・・・２．００質量％
　・ＥＣＴＤ－３ＮＥＸ（日光ケミカルズ株式会社製、アニオン系界面活性剤、ポリオキ
シエチレン（３）トリデシルエーテル酢酸ナトリウム）・・・０．５０質量％
　・プロキセルＬＶ（アビシア社製、１，２－ベンゾイソチアゾリン－３－オン、防かび
剤）・・・０．２０質量％
　・２－アミノ－２－エチル－１，３－プロパンジオール・・・０．３０質量％
　・イオン交換水・・・残量（合計：１００質量％）
【０１０６】
（比較例６）
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　下記処方のインク組成物を常法により調製し、その後、平均孔径０．８μｍのメンブレ
ンフィルターで濾過を行い、比較例６のマゼンタインクを作製した。
〔インク組成及び含有量〕
　・調製例３のマゼンタ顔料分散液（顔料濃度１５質量％）・・・２０．００質量％
　・１，３－ブタンジオール・・・２２．５０質量％
　・グリセリン・・・９．００質量％
　・２－エチル－１，３－ヘキサンジオール・・・２．００質量％
　・サーフィノール１０４ＰＡ（エアープロダクツジャパン株式会社製）・・・０．０５
質量％
　・プロキセルＬＶ（アビシア社製、１，２－ベンゾイソチアゾリン－３－オン、防かび
剤）・・・０．２０質量％
　・２－アミノ－２－エチル－１，３－プロパンジオール・・・０．３０質量％
　・イオン交換水・・・残量（合計：１００質量％）
【０１０７】
（比較例７）
　下記処方のインク組成物を常法により調製し、その後、平均孔径０．８μｍのメンブレ
ンフィルターで濾過を行い、比較例７のイエローインクを作製した。
〔インク組成及び含有量〕
　・調製例２のイエロー顔料分散液（顔料濃度１５質量％）・・・２０．００質量％
　・１，６－ヘキサンジオール・・・２４．５０質量％
　・グリセリン・・・８．００質量％
　・２－エチル－１，３－ヘキサンジオール・・・２．００質量％
　・ユニセーフＡ－ＬＹ（ノニオン系界面活性剤、日油株式会社製、ポリオキシエチレン
ヤシ油アルキルジメチルアミンオキシド）・・・０．５０質量％
　・プロキセルＬＶ（アビシア社製、１，２－ベンゾイソチアゾリン－３－オン、防かび
剤）・・・０．２０質量％
　・２－アミノ－２－エチル－１，３－プロパンジオール・・・０．３０質量％
　・イオン交換水・・・残量（合計：１００質量％）
【０１０８】
（比較例８）
　下記処方のインク組成物を常法により調製し、その後、平均孔径０．８μｍのメンブレ
ンフィルターで濾過を行い、比較例８のイエローインクを作製した。
〔インク組成及び含有量〕
　・調製例２のイエロー顔料分散液（顔料濃度１５質量％）・・・２０．００質量％
　・３－メチル－１，５－ペンタンジオール・・・１２．５０質量％
　・３－メチル－１，３－ブタンジオール・・・１５．００質量％
　・グリセリン・・・７．００質量％
　・２，２，４－トリメチル－１，３－ペンタンジオール・・・２．００質量％
　・下記一般式で表されるゾニールＦＳ－３００（デュポン社製、ポリオキシエチレンパ
ーフロロアルキルエーテル、有効成分４０質量％）・・・１．００質量％
　Ｃ８Ｆ１７－ＣＨ２ＣＨ２Ｏ（ＣＨ２ＣＨ２Ｏ）ｘＨ
　ただし、式中、ｘは１～４０を表す。
　・プロキセルＬＶ（アビシア社製、１，２－ベンゾイソチアゾリン－３－オン、防かび
剤）・・・０．２０質量％
　・２－アミノ－２－エチル－１，３－プロパンジオール・・・０．５０質量％
　・イオン交換水・・・残量（合計：１００質量％）
【０１０９】
（比較例９）
　下記処方のインク組成物を常法により調製し、その後、平均孔径０．８μｍのメンブレ
ンフィルターで濾過を行い、比較例９のイエローインクを作製した。
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〔インク組成及び含有量〕
　・調製例２のイエロー顔料分散液（顔料濃度１５質量％）・・・２０．００質量％
　・３－メチル－１，３－ブタンジオール・・・２０．００質量％
　・１，３－ブタンジオール・・・８．５０質量％
　・グリセリン・・・７．５０質量％
　・２－エチル－１，３－ヘキサンジオール・・・２．００質量％
　・マーポマーセＰＴ（松本油脂製薬株式会社製、ジオクチルスルホコハク酸塩）・・・
０．４０質量％
　・プロキセルＬＶ（アビシア社製、１，２－ベンゾイソチアゾリン－３－オン、防かび
剤）・・・０．２０質量％
　・１－メチルアミノ－２，３－プロパンジオール・・・０．１０質量％
　・イオン交換水・・・残量（合計：１００質量％）
【０１１０】
（比較例１０）
　下記処方のインク組成物を常法により調製し、その後、平均孔径０．８μｍのメンブレ
ンフィルターで濾過を行い、比較例１０のブラックインクを作製した。
〔インク組成及び含有量〕
　・調製例１のブラック顔料分散液（顔料濃度２０質量％）・・・２０．００質量％
　・１，５－ペンタンジオール・・・２２．５０質量％
　・グリセリン・・・７．５０質量％
　・２－ピロリドン・・・２．００質量％
　・２－エチル－１，３－ヘキサンジオール・・・２．００質量％
　・下記一般式で表されるゾニールＦＳ－３００（デュポン社製、ポリオキシエチレンパ
ーフロロアルキルエーテル、有効成分４０質量％）・・・０．７０質量％
　Ｃ８Ｆ１７－ＣＨ２ＣＨ２Ｏ（ＣＨ２ＣＨ２Ｏ）ｘＨ
　ただし、式中、ｘは１～４０を表す。
　・プロキセルＬＶ（アビシア社製、１，２－ベンゾイソチアゾリン－３－オン、防かび
剤）・・・０．２０質量％
　・２－アミノ－２－エチル－１，３－プロパンジオール・・・０．５０質量％
　・イオン交換水・・・残量（合計：１００質量％）
【０１１１】
（比較例１１）
　下記処方のインク組成物を常法により調製し、その後、平均孔径０．８μｍのメンブレ
ンフィルターで濾過を行い、比較例１１のブラックインクを作製した。
〔インク組成及び含有量〕
　・調製例１のブラック顔料分散液（顔料濃度２０質量％）・・・２０．００質量％
　・３－メチル－１，３－ブタンジオール・・・２２．５０質量％
　・グリセリン・・・７．５０質量％
　・２－ピロリドン・・・２．００質量％
　・２－エチル－１，３－ヘキサンジオール・・・２．００質量％
　・ＥＣＴＤ－３ＮＥＸ（日光ケミカルズ株式会社製、アニオン系界面活性剤、ポリオキ
シエチレン（３）トリデシルエーテル酢酸ナトリウム）・・・１．００質量％
　・プロキセルＬＶ（アビシア社製、１，２－ベンゾイソチアゾリン－３－オン、防かび
剤）・・・０．２０質量％
　・２－アミノ－２－エチル－１，３－プロパンジオール・・・０．５０質量％
　・イオン交換水・・・残量（合計：１００質量％）
【０１１２】
（比較例１２）
　下記処方のインク組成物を常法により調製し、その後、平均孔径０．８μｍのメンブレ
ンフィルターで濾過を行い、比較例１２のブラックインクを作製した。
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〔インク組成及び含有量〕
　・調製例１のブラック顔料分散液（顔料濃度２０質量％）・・・２０．００質量％
　・３－メチル－１，３－ブタンジオール・・・２２．５０質量％
　・グリセリン・・・７．５０質量％
　・２－ピロリドン・・・２．００質量％
　・２－エチル－１，３－ヘキサンジオール・・・２．００質量％
　・マーポマーセＰＴ（松本油脂製薬株式会社製、ジオクチルスルホコハク酸塩）・・・
１．００質量％
　・プロキセルＬＶ（アビシア社製、１，２－ベンゾイソチアゾリン－３－オン、防かび
剤）・・・０．２０質量％
　・２－アミノ－２－エチル－１，３－プロパンジオール・・・０．５０質量％
　・イオン交換水・・・残量（合計：１００質量％）
【０１１３】
（比較例１３）
　下記処方のインク組成物を常法により調製し、その後、平均孔径０．８μｍのメンブレ
ンフィルターで濾過を行い、比較例１３のイエローインクを作製した。
〔インク組成及び含有量〕
　・調製例２のイエロー顔料分散液（顔料濃度１５質量％）・・・２０．００質量％
　・１，６－ヘキサンジオール・・・２４．５０質量％
　・グリセリン・・・８．００質量％
　・２－エチル－１，３－ヘキサンジオール・・・２．００質量％
　・Ｃａｐｓｔｏｎｅ　ＦＳ－３１００（デュポン社製）・・・０．０２質量％
　・プロキセルＬＶ（アビシア社製、１，２－ベンゾイソチアゾリン－３－オン、防かび
剤）・・・０．２０質量％
　・２－アミノ－２－エチル－１，３－プロパンジオール・・・０．３０質量％
　・イオン交換水・・・残量（合計：１００質量％）
【０１１４】
（比較例１４）
　下記処方のインク組成物を常法により調製し、その後、平均孔径０．８μｍのメンブレ
ンフィルターで濾過を行い、比較例１４のブラックインクを作製した。
〔インク組成及び含有量〕
　・調製例１のブラック顔料分散液（顔料濃度２０質量％）・・・２０．００質量％
　・１，５－ペンタンジオール・・・２２．５０質量％
　・グリセリン・・・７．５０質量％
　・２－ピロリドン・・・２．００質量％
　・２－エチル－１，３－ヘキサンジオール・・・２．００質量％
　・Ｃａｐｓｔｏｎｅ　ＦＳ－３１００（デュポン社製）・・・０．０３質量％
　・プロキセルＬＶ（アビシア社製、１，２－ベンゾイソチアゾリン－３－オン、防かび
剤）・・・０．２０質量％
　・２－アミノ－２－エチル－１，３－プロパンジオール・・・０．５０質量％
　・イオン交換水・・・残量（合計：１００質量％）
【０１１５】
　次に、作製した各インクジェット記録用インクについて、以下のようにして、諸特性を
評価した。結果を表１に示した。
【０１１６】
＜発色性評価：彩度＞
　インクジェットプリンター(ＩＰＳＩＯ　ＧＸｅ３３００、株式会社リコー製)を用い、
マイペーパー（株式会社リコー製）上に印字を行い、印刷パターンは、イエロー、マゼン
タ、シアンの各インクジェット記録用インクを１００％ｄｕｔｙで印字した。印字条件は
３６０ｄｐｉ、ワンパス印字とした。
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　印字乾燥後、イエロー、マゼンタ、シアンの各単色ベタ画像部において、反射型カラー
分光測定濃度計(Ｘ－Ｒｉｔｅ社製)により測定し、ＣＩＥで規定されている色差表示法の
Ｌ＊ａ＊ｂ＊表色系の座標を求め、それぞれ各色においての彩度Ｃ＊を求めた。この彩度
が高いほど、発色良好なインクといえる。なお、彩度Ｃ＊は下記式で定義される。
　　Ｃ＊＝［（ａ＊）２＋（ｂ＊）２］１／２

【０１１７】
＜ビーディング評価＞
　インクジェットプリンター(ＩＰＳＩＯ　ＧＸｅ３３００、株式会社リコー製)を用い、
リコービジネスコートグロス１００（株式会社リコー製）上に印字を行い、印刷パターン
は、ブラック、イエロー、マゼンタ、シアンの各インクジェット記録用インクを１００％
ｄｕｔｙで印字した。
　印字乾燥後、各色において、ビーディングのランクを目視で確認し、下記基準でビーデ
ィングの評価を行った。
〔評価基準〕
　　ＡＡ：印字面にムラがなく、ベタ部が均一である
　　　Ａ：多少のムラはあるが、あまり目立たない
　　　Ｂ：ベタ部での細かなムラが確認できる
　　　Ｃ：ベタ部で大きなムラが見られる
【０１１８】
＜画像濃度＞
　インクジェットプリンター(ＩＰＳＩＯ　ＧＸｅ３３００、株式会社リコー製)を用い、
マイペーパー（株式会社リコー製）上に印字を行い、印刷パターンは、ブラック、イエロ
ー、マゼンタ、シアンの各インクジェット記録用インクを１００％ｄｕｔｙで印字した。
印字条件は３６０ｄｐｉ、ワンパス印字とした。
　印字乾燥後、ブラック、イエロー、マゼンタ、シアンの各単色ベタ画像部において、反
射型カラー分光測定濃度計(Ｘ－Ｒｉｔｅ社製)により測定し、下記の基準で判定した。
〔評価基準〕
　　◎：Ｂｌａｃｋ・・・１．２５以上
　　　　Ｙｅｌｌｏｗ・・・０．８５以上
　　　　Ｍａｇｅｎｔａ・・・１．０５以上、又は
　　　　Ｃｙａｎ・・・・１．０５以上
　　○：Ｂｌａｃｋ・・・１．２以上１．２５未満
　　　　Ｙｅｌｌｏｗ・・・０．８以上０．８５未満
　　　　Ｍａｇｅｎｔａ・・・１．０以上１．０５未満、又は
　　　　Ｃｙａｎ・・・・１．０以上１．０５未満
　　△：Ｂｌａｃｋ・・・１．１５以上１．２未満
　　　　Ｙｅｌｌｏｗ・・・０．７５以上０．８未満
　　　　Ｍａｇｅｎｔａ・・・０．９５以上１．０未満、又は
　　　　Ｃｙａｎ・・・０．９５以上１．０未満
　　×：Ｂｌａｃｋ・・・１．１５未満
　　　　Ｙｅｌｌｏｗ・・・０．７５未満
　　　　Ｍａｇｅｎｔａ・・・０．９５未満、又は
　　　　Ｃｙａｎ・・・０．９５未満
【０１１９】
＜消泡性＞
　２５℃の環境下で、作製した各インクジェット記録用インクを１００ｍＬのメスシリン
ダーに１０ｍＬ入れ、各インクジェット記録用インクと気泡の体積が１００ｍＬになるま
で一定圧力の空気を注入し、そこから泡が全て消えるまでの時間を消泡時間とし、以下の
基準で評価した。
〔評価基準〕
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　　Ａ：消泡時間が１５０秒間未満
　　Ｂ：起泡時間が１５０秒間以上３００秒間未満
　　Ｃ：起泡時間が３００秒間以上６００秒間未満
　　Ｄ：起泡時間が６００秒間以上
【０１２０】
＜保存安定性の評価＞
　ＲＥ－５５０Ｌ(東機産業株式会社製、コーン１°３’×Ｒ２４)を用いて、保存前の粘
度（２５℃）と、密封した容器中で、７０℃にて１４日間保存した後に測定した保存後の
粘度（２５℃）とから、保存安定度を下記式に従って求め、以下の基準に基づいて評価し
た。
　　保存安定度（％）＝（保存後の粘度／保存前の粘度）×１００
〔評価基準〕
　　○：保存安定度が１００％±５％以内
　　△：保存安定度が１００％±５％超え～±１０％未満
　　×：保存安定度が１００％±１０％以上
【０１２１】
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【表１】

　表１の結果から、実施例１～２２は、比較例１～１４に比べて、彩度が上昇し、ビーデ
ィングが良好になり、狙い通りの画像濃度が得られることがわかった。
　また、前記構造式（１）で表される基を有する化合物の含有量が増加するに伴って、画
像特性は良好になるが、保存安定性がやや低下することがわかった。
　また、消泡剤の添加量が少ないと、消泡性がやや低下することがわかった。
【０１２２】
　次に、実施例１～２２で用いた消泡剤が、本発明で用いる消泡剤に該当するのか否かに
ついて、以下のとおり評価した。結果を表２に示した。
【０１２３】
＜消泡剤の評価＞
　評価試料として実施例１～２２で用いた各消泡剤０．５質量％、界面活性剤（Ｃａｐｓ
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ｔｏｎｅ　ＦＳ－３０（デュポン社製））１質量％、１，３－ブタンジオール１０質量％
、グリセリン１０質量％、オクタンジオール２質量％、及び水を残量（合計１００質量％
）で含有する水溶液を調製した。得られた水溶液を１００ｍＬメスシリンダーに１０ｇ入
れ、泡が１００ｍＬの高さになるまでエアーを吹き付けて泡立たせ、放置した。６００秒
間以内に泡がすべて消えた場合には、前記評価試料は消泡剤であると判定し、６００秒間
を超えて泡が残っている場合には、前記評価試料は消泡剤でないと判定した。
【０１２４】
【表２】

【０１２５】
　本発明の態様としては、例えば、以下のとおりである。
　＜１＞　水、水溶性有機溶剤、着色剤、下記構造式（１）で表される基を有する化合物
、及び消泡剤を含有することを特徴とするインクジェット記録用インクである。
　　Ｃ６Ｆ１３－ＣＨ２ＣＨ２－　・・・　構造式（１）
　＜２＞　構造式（１）で表される基を有する化合物が、下記一般式（１）で表される化
合物である前記＜１＞に記載のインクジェット記録用インクである。
　　Ｃ６Ｆ１３－ＣＨ２ＣＨ２Ｏ（ＣＨ２ＣＨ２Ｏ）ｎＨ　・・・　一般式（１）
　ただし、前記一般式（１）中、ｎは１～４０の自然数である。
　＜３＞　構造式（１）で表される基を有する化合物の含有量が、０．０４質量％～１．
５質量％である前記＜１＞から＜２＞のいずれかに記載のインクジェット記録用インクで
ある。
　＜４＞　消泡剤が、シリコーン消泡剤である前記＜１＞から＜３＞のいずれかに記載の
インクジェット記録用インクである。
　＜５＞　消泡剤の含有量が、０．０３質量％～０．６質量％である前記＜１＞から＜４
＞のいずれかに記載のインクジェット記録用インクである。
　＜６＞　シアンインク、マゼンタインク、イエローインク及びブラックインクから選択
される少なくとも１種である前記＜１＞から＜５＞のいずれかに記載のインクジェット記
録用インクである。
　＜７＞　前記＜１＞から＜６＞のいずれかに記載のインクジェット記録用インクを容器
中に収容したことを特徴とするインクカートリッジである。
　＜８＞　前記＜１＞から＜６＞のいずれかに記載のインクジェット記録用インクに刺激
を印加し、該記録用インクを飛翔させて画像を記録するインク飛翔工程を少なくとも含む
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ことを特徴とするインクジェット記録方法である。
　＜９＞　前記＜１＞から＜６＞のいずれかに記載のインクジェット記録用インクに刺激
を印加し、該記録用インクを飛翔させて画像を記録するインク飛翔手段を少なくとも有す
ることを特徴とするインクジェット記録装置である。
【符号の説明】
【０１２６】
　　１３４　　　記録ヘッド
　　２００　　　インクカートリッジ
【先行技術文献】
【特許文献】
【０１２７】
【特許文献１】特開２０１０－２７５３７７号公報

【図１】 【図２】
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